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調査結果のポイント 

 

１ 夫婦の世帯構成 〔参考ページ：Ｐ４・５〕 
 

〇独身者の約８割（76.0％）が親と同居しているが、結婚後の夫婦の約８割は核家族

となっている。（下記図表Ａ・「夫婦のみ」と「夫婦と子どもの世帯」） 

［参考：奈良県の核家族世帯割合］63.9％・全国一（H27国勢調査・分母に単独世帯含む） 

 

【図表Ａ 夫婦調査の家族構成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 子どもの数 〔参考ページ：Ｐ６～８〕 
 

〇理想の子ども数（平均2.35人）より予定の子ども数（平均2.03人）は少なく、その

差（0.32人）は全国と同水準 

［全国数値］理想の子ども数(平均)：2.32人 予定の子ども数(平均)：2.01人 その差：0.31人 

［夫婦の現在の子ども数(平均) ※］奈良県：1.97人、全国：1.94人 

（※全国調査にあわせ結婚持続期間が15～19年の夫婦間の子ども数と定義） 

 

〇理想の子ども数を持たない理由の１位が「子育てや教育にお金がかかりすぎるか

ら」。その要因の１位は「大学教育にかかる費用」（下記図表Ｂ） 

［理想の子ども数を持たない理由（降順・複数回答）］ 

(1)「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」50.6％ 

(2)「高年齢で生むのはいやだから」30.1％ (3)「欲しいけれどもできないから」22.1％ 

 
 

【図表Ｂ 子育てや教育にお金がかかりすぎると考える要因】（複数回答） 

24.0%

55.1%

29.9%

41.3%

41.9%

70.7%

91.6%

19.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

出産にかかる費用

衣食住にかかる費用

医療にかかる費用

保育所・認定こども園・幼稚園等にかかる費用

小学校・中学校教育にかかる費用

高等学校教育にかかる費用

大学教育にかかる費用

その他

(N=167)

 

※「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」と回答した、予定子ども数が理想子ども数を下回る夫婦
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6.5% 66.9%

67.5% 7.6%
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（ 1）



 

 ( 2 ) 

 

３ 子育ての楽しさ・しんどさ 〔参考ページ：Ｐ11～15〕 
 
○６歳未満の子どもがいる妻の子育ての心理的・精神的な不安感・負担感を「まった

くそう感じる」割合（12.9％）は、前回（13.3％）に比べ微減したが、「どちらか

といえばそう感じる」と合計すると（49.8％）やや増加（下記図表Ｃ） 

［妻の身体的・体力的な不安感・負担感（下記図表Ｄ）］ 

(1)「まったくそう感じる」（12.7％・前回比較▲2.1％） 

(2)「どちらかといえばそう感じる」（41.5％・前回比較＋5.9％） 

［妻の金銭的・経済的な不安感・負担感（次ページ図表Ｅ）］ 

(1) ｢まったくそう感じる」（18.1％・前回比較▲6.7％） 

(2)「どちらかといえばそう感じる」（38.5％・前回比較▲6.3％） 

 

○妻が最も不安を感じた時期は「出産前後」「新生児期」で、しんどかったことは「夜

泣きで寝不足」なこと 

［妻が出産前後に「とても不安」「少し不安」と感じた時期（降順）］ 

(1)「出産直前・直後」78.0％ (2)「新生児期（生後４週間まで）」77.0％ 

(3)「妊娠初期（～13週）」72.6％ 

［不安でしんどいと感じた要因（降順・複数回答）］ 

(1)「夜泣きで寝不足」46.0％ (2)「子育てについてわからないことが多い」41.6％ 

 

○独身者では子育てが「楽しいと思う」割合は約２割（17.7％）だが、約６割の夫婦

が「子育ては楽しい」と感じている（夫58.5％・妻59.4％） 

 

【図表Ｃ 子育ての心理的・精神的な不安感・負担感】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※６歳未満の子どもがいる夫婦（以下図表Ｅまで同じ） 

【図表Ｄ 子育ての身体的・体力的な不安感・負担感】 
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35.6% 30.9% 15.0% 3.7%

31.7% 39.0%

28.6%

20.7%

16.9%

2.4%

0.2%
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【図表Ｅ 子育ての金銭的・経済的な不安感・負担感】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 夫婦の子育て 〔参考ページ：Ｐ16・17・26・27・30〕 
 

○妻の家事や子育てを一番助けてくれる人は「妻の母親」であるが、一番助けてほし

い人は「夫」 

［妻の家事や育児を助けてくれた人（降順・複数回答）］ 「妻の母親」63.8％、「夫」52.7％ 

［妻の家事や育児を助けてほしい人（降順・複数回答）］ 「夫」57.9％、「妻の母親」32.3％ 

 

○育児の夫婦の分担状況は、「子どもをあやす」や「離乳食・食事」等12項目すべて

の項目で妻に負担が偏っており（約８～９割）、妻が一番しんどいと感じる「夜泣

きの対応」（先述）では、夫の５割近く（45.8％）が「まったくしていない」 

［妻が育児を「いつもしている」「ほとんどしている」の合計］ 

(1) ９割前後が８項目→「子どもをあやす」「離乳食・食事」「オムツがえ」「夜泣き

の対応」「子どもが病気の時、面倒を見る」等 

(2) ７～８割が４項目→「入浴・沐浴」「子どもと一緒に遊ぶ」等 

※６歳未満の子どもがいる夫婦 

 

○夫婦の子育ての一体感は、夫が感じるほどは妻は感じていない（下記図表Ｆ） 

 

○子育てに関わっていない夫の理由は、８割近くが「仕事が忙しいから」（78.9％） 

 

 

【図表Ｆ パートナーとの子育ての一体感】 
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※６歳未満の子どもがいる夫婦 
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５ 妻の就労状況 〔参考ページ：Ｐ33～37・39〕 
 

○妻が第一子出産を機に退職した割合は、前回調査の約６割から約５割に減少 

 （下記図表Ｇ・継続就業率が今回：52.8％ ⇔ 前回：39.6％）。 

 

○仕事を辞めた理由の１位は「家事・子育てに専念したい」から（49.0％） 

［辞めた理由２位］「子どもが生まれ、仕事と子育ての両立が困難となったから」（18.2％） 

 

○妻の「正規職員」の割合が、末子が１歳の時（４割）に比べ４歳以降では半減。反

対に、「パート・アルバイト」の割合は１歳の時（１割）に比べ約３倍かそれ以上

となっている。（次ページ図表Ｈ） 

 

○未就労の妻の約６割が働きたいと思っている（60.8％）。希望する勤務形態は、短

時間勤務のパートやアルバイトが多く、希望する勤務条件は、子どものための休暇

がとりやすく、家から近い職場であること 

［妻の就労の条件（降順・複数回答）］ 

(1) ｢短時間勤務ができる仕事があること」、「子どもの看護・授業参観・急病等の際に休

暇を取りやすい職場であること」がともに58.2％ 

(2)「自分の知識・能力に合う仕事があること」31.1％ 

 

 

【図表Ｇ 第１子出産前後の妻の就労状況】 

72.1%

38.1%

59.8%

23.7%

26.2%

55.4%
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(N=1,151)

H25県調査
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継続就業率

38.1%/72.1%=52.8%
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23.7%/59.8%=39.6%

 

 

 

 

 

有職 無職 無回答
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【図表Ｈ 末子の年齢別 妻の現在の就労状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 結婚観 〔参考ページ：Ｐ47・50～53〕 
 

○独身者の結婚意欲がある人の割合は、全国の水準とほぼ同程度（下記図表Ｉ） 
 

○独身でいる理由の１位は男女とも「適当な相手にまだめぐり会わないから」だが、

女性が結婚相手に「経済力」を求める割合は、全国平均より10ポイント以上高い 

［独身女性（18～34歳）が結婚相手を決める際に「重視する」こと］ 

(1)「相手の経済力」（奈良県50.4％・全国平均39.8％ その差＋10.6％） 
 

○夫婦調査では、結婚を決めたきっかけの第１位は「年齢的に適当な時期だと感じた」

からだが、夫婦の約９割が（93.4％）、結婚してよかったと思っている 

［夫婦が結婚を決めたきっかけ（降順）］ 

(1) 「年齢的に適当な時期だと感じた」62.3％ 

(2) 「できるだけ早く一緒に暮らしたかった」28.9％ 

 
 

 

【図表Ｉ いずれは結婚しようと考える未婚者の割合】 
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※20～39歳の結婚経験のない未婚者 
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本編 

１．調査の目的 

 

県民の結婚や子どもを持つこと、子育てに関する意識や現状を把握し、奈良県において子どもを

生み育てやすい環境づくりを進める取組を検討するための基礎資料を得ることを目的に実施した。 

 

２．調査の概要 

 

（１）調査対象 

● 夫 婦 調 査：平成30年９月１日現在で結婚している50歳未満の男女（届出の有無を問わない） 

● 独身者調査：平成30年９月１日現在で18歳以上50歳未満の独身の男女 

 

（２）調査項目 

夫婦調査、独身者調査のいずれも、平成25年に実施した「奈良県子育て実態調査」の項目をベー

スに、一部の項目を削除し、新たな項目を追加。調査項目等内容について、統計の専門有識者に

協力を得た。 

 

● 夫婦調査の調査項目（４８項目） 

● 就労に関すること 

● 夫婦の出会いと結婚のきっかけに関すること 

● 妊娠・出産に関すること 

● 子育ての手助けの有無及び支援制度の利用に関すること 

● 子どもを持つことについての考え 

● 出産や子育ての不安感・負担感に関すること 

● 重要と考える子育て支援策に関すること 等 

 

● 独身者調査の調査項目（２４項目） 

● 就労に関すること 

● 結婚や独身生活、子どもを持つこと等についての考え 

● 子育てに関するイメージ 等 

 

（３）調査方法 

郵送法 

 

（４）抽出方法 

県内市町村から306地点を系統抽出し、当該地点内から選挙人名簿に基づく無作為抽出により

上記の調査対象に該当する方を選定。 

 

－ 1－
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（５）調査期間 

平成30年９月５日～平成30年10月24日 

 

（６）回収結果 

 配布数 送達不能数 回収数 無効票 有効回答数 有効回答率 

夫婦調査 3,978 15 1,313 9 1,304 32.9％ 

独身者調査 3,978 33 777 9 768 19.5％ 

 

（７）報告書及び概要版について 

①当報告書は、「奈良県結婚・子育て実態調査」の概要版のため、主な調査結果に絞り掲載し

ている。また、年齢などにより回答者の対象範囲を限定して、本県が過去に実施した調査や

全国調査（出生動向基本調査：国立社会保障・人口問題研究所）と比較することにより、調

査結果の特徴を表している。別途作成する調査報告書においては、全ての回答結果を掲載す

る。 

②今回調査の調査方法は郵送法であり、訪問留置調査を実施した平成20年・25年の県調査及び

平成27年の全国調査結果とは方法が異なるため、結果の単純比較はできないが、本調査目的

を達成するための参考データとして、比較結果を有効活用する。 

③夫婦調査の過去の調査および全国調査は妻のみを回答の対象としているが、今回の調査は、

新たに夫も回答の対象としている。 

 

（８）協力有識者 

今回の調査結果をまとめるにあたり、下記有識者の協力を得た。 

梅田直美（奈良県立大学地域創造学部准教授） 

小崎恭弘（大阪教育大学教育学部准教授） 

清水益治（帝塚山大学現代生活学部こども学科教授） 

筒井淳也（立命館大学産業社会学部教授） 

新川泰弘（関西福祉科学大学教育学部准教授）       （五十音順） 

なお、有識者意見については、関連する結果概要に合わせて、囲み記事で掲載している。 

 

（９）本報告書の留意点 

①設問ごとの集計母数は、グラフ中に「Ｎ＝＊＊＊」と表記し、クロス集計のグラフ・数表で

は、集計区分ごとの集計母数を「Ｎ＝＊＊＊」と表記している。 

②集計結果の百分率（％）は、小数点第２位を四捨五入した値を表記している。このため、単

数回答設問の選択肢ごとの構成比の見かけ上の合計が100.0％にならない場合がある。 

③複数回答設問では、当該設問に回答すべき回答者数を母数として選択肢ごとにそれぞれ構成

比を求めている。そのため、構成比の合計は通常100.0％にはならない。 

④本文中の「今回調査」及び図表中の表記における「H30県調査」は、本調査の結果を表してい

る。 

⑤独身者調査では、結婚経験のない者を「未婚者」として表記している。 

 

－ 2－
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３．回答者の属性 

 

〈１〉夫婦調査 

 

① 回答者男女比 

 

 

 

 

 

 

※前回調査までは妻のみ対象 

 

② 夫婦の年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.1% 0.8%

0.2% 3.2%

4.6%

10.6%

12.6%

17.5%

22.0% 23.7%

21.6%

18.1%

21.6%

10.1%

6.8% 18.5%

8.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

H30県調査(N=1,304)

H25県調査(N=1,884)

0.2%

0.4%

1.3% 7.1%

5.1%

16.8%

15.9%

25.2%

22.1% 25.5%

24.5%

25.3%

18.6%

0.8%

6.4%

5.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

H30県調査(N=1,304)

H25県調査(N=1,884)

17.1%

79.6%

3.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

夫

妻

不明・無回答

(N=1,304)

妻 

18～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50歳以上 無回答

夫 

18～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50歳以上 無回答

－ 3－
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③ 家族構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 妻の現在の就労の有無 

 

 

 

       
〈２〉独身者調査 

 

① 男女比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.6%

13.7% 26.1%

32.8%
3.4%

2.7%

1.8%

2.0%

3.4%

5.7%
41.5%

30.2%

0.4%

0.1%

7.8%

4.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

H30県調査(N=1,304)

H25県調査(N=1,884)

10.0%

6.5% 66.9%

67.5% 7.6%

8.6%

3.4%

4.2%

11.5%

13.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

H30県調査(N=1,304)

H25県調査(N=1,884)

夫婦のみ 夫婦と子ども
夫婦と子ども

と夫の親
夫婦と子ども

と妻の親
その他・無回答

正規職員
パート・

アルバイト

派遣・
嘱託・

契約社員
自営業主

家族従業者
・内職

無職・
家事

学生 無回答

男性 女性 無回答

39.2%

43.9% 55.5%

60.4% 0.4%

0.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

H30県調査(N=768)

H25県調査(N=1,591)

－ 4－
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② 年齢構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 就労の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 親との同居／別居 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 無回答

就労している 就労していない 無回答

76.0%

79.4% 16.7%

21.9%

1.3%

0.9%

2.6%

1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

H30県調査(N=768)

H25県調査(N=1,591)

8.0%

11.7%

4.3%

8.9%

24.8%

26.7%

27.5%

21.8%

20.5%

12.5% 10.1%

11.0%

12.9%

22.6% 15.6%

19.2%

14.6%

14.8%

12.8%

15.0%

10.7% 9.5%

12.3%

9.9%

5.6%

11.6%

11.2%

5.9%

3.7%

0.3%

0.4%

3.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・H30県調査(N=301)

男性・H25県調査(N=698)

女性・H30県調査(N=464)

女性・H25県調査(N=883)

65.1%

54.3%

68.3%

60.0%

22.9%

25.4%

24.9%

6.3%

15.1%

26.9% 8.0%

22.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・H30県調査(N=301)

男性・H25県調査(N=698)

女性・H30県調査(N=464)

女性・H25県調査(N=883)

親と同居
している

親と離れて
（別居して）
生活している

すでに
亡くなられた

無回答

－ 5－
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４．調査結果の概要 

 

〈１〉子どもの数等について 

 

結果のポイント 

○理想子ども数より予定子ども数は少なく、その差は全国と同水準 

○理想の子ども数を持たない理由の１位が「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」で

その要因の１位は「大学教育にかかる費用」 

 

 

① 理想の子ども数と予定の子ども数 

夫婦の理想の子ども数（平均）は、2.35人だが、予定している子ども数（平均）は2.03人で、そ

の差は0.32人となっている。前回調査の差（0.20人）と比較すると、やや差が広がっているが、全

国調査の差（0.31人）とは同水準である。 

 

【図表1-1-1 理想の子どもの人数と出産予定の子どもの人数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成30年県調査は初婚どうしの夫婦 

※平成25年県調査、平成27年全国調査は初婚どうしの夫婦の妻 

※無回答及び不詳を除く 

 

 

 

1.68
1.981.79

0.330.25
0.24

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

理想
子ども数
(N=967)

予定
子ども数
(N=852)

理想
子ども数
(N=1,474)

予定
子ども数
(N=1,266)

理想
子ども数
(N=5,090)

予定
子ども数
(N=5,099)

理想子ども数 現在の子ども数 今後予定の子ども数

（人） 【H30県調査】 【H25県調査】 【H27全国調査】

2.35

2.03

2.42
2.22

2.32

2.01

－ 6－
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② 予定の子ども数が理想の子ども数より少ない理由 

予定の子どもの人数が理想の子どもの人数より少ない理由は、「子育てや教育にお金がかかりす

ぎるから」が50.6％で、前回調査及び全国調査の結果同様、最も高い。次いで「高年齢で生むのは

いやだから」（30.1％）、「欲しいけれどもできないから」（22.1％）となっている。 

前回調査に比べ、「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」が5.5ポイント低くなっており、

「欲しいけれどもできないから」は前回より8.9ポイントの増加となっている。 

 

【図表1-2-1 予定の子どもの人数が理想の子どもの人数より少ない理由】（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※予定子ども数が理想子ども数を下回る初婚どうしの夫婦 

 

 

 

「子育てや教育にお金がかかりすぎる」要因は次ページ 

50.6%

30.1%

22.1%

15.7%

14.9%

12.9%

12.0%

8.4%

7.2%

6.4%

6.0%

6.0%

7.2%

35.6%

13.2%

16.8%

12.5%

9.9%

8.3%

10.6%

8.3%

5.3%

5.6%

4.6%

8.6%

23.5%

17.6%

15.2%

10.0%

11.3%

8.1%

5.9%

7.3%

6.0%

56.1%
56.3%

39.8%

16.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

子育てや教育にお金がかかりすぎるから

高年齢で生むのはいやだから

欲しいけれどもできないから

健康上の理由から

これ以上、育児の心理的、肉体的不安に
耐えられないから

自分の仕事（勤めや家業）に
差し支えるから

夫の家事・育児への協力が得られないから

家が狭いから

夫が望まないから

自分や夫婦の生活を大切にしたいから

末子が夫の定年退職までに成人して
ほしいから

子どもがのびのび育つ環境ではないから

その他

H30県調査(N=249)

H25県調査(N=303)

H27全国調査(N=1,253)

－ 7－
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子育てや教育にお金がかかりすぎると考える要因は、約９割が「大学教育にかかる費用」、次い

で約７割が「高等学校教育にかかる費用」を選択しており、高等教育の費用に負担感があることが

わかる。 

 

【図表1-2-2 子育てや教育にお金がかかりすぎると考える要因】（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」と回答した、予定子ども数が理想子ども数を下回る夫婦 

 

③ 夫婦の最終的な子ども数 

夫婦間の最終的な子ども数（※）をみると、平均人数は1.97人で、「２人」の割合が51.1％で最

も高く、次いで「３人」の割合が19.9％となっている。 

平均人数は前回調査の結果（2.17）に比べ低下したが、全国調査結果（1.94）よりはやや多い。

子どもの数では、前回調査の結果に比べ「２人」の割合は上昇し、「３人」の割合が低下したが、

全国調査の結果とは「２人」も「３人」も同水準だった。 

※全国調査にあわせ結婚持続期間が15～19年の夫婦間の子ども数と定義 

 

【図表1-3-1 夫婦の子どもの数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※結婚持続期間15～19年の初婚どうしの夫婦 

１人 ２人 ３人 ４人以上 子どもは居ない

24.0%

55.1%

29.9%

41.3%

41.9%

70.7%

19.2%

91.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

出産にかかる費用

衣食住にかかる費用

医療にかかる費用

保育所・認定こども園・幼稚園等にかかる費用

小学校・中学校教育にかかる費用

高等学校教育にかかる費用

大学教育にかかる費用

その他

(N=167)

15.1%

17.6%

18.6%

48.3%

54.0% 17.9% 3.3% 6.2%

51.1% 19.9%

27.2%

4.8%

5.2%

9.1%

1.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

H30県調査(N=186)

H25県調査(N=290)

H27全国調査(N=1,232)

平均
人数

1.97

2.17

1.94

－ 8－
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◆有識者が読み解く奈良県のデータ◆ 「正規雇用共働きと子どもの数の関係」 

筒井淳也氏（立命館大学産業社会学部教授） 
 

〈１〉子どもの数等についての②予定の子ども数が理想の子ども数より少ない理由（P７）

からわかるように、日本の有配偶者が子どもを（これ以上）持たない理由としては、経済的

な理由が大きいが、夫婦の就労状況別にみると、夫婦ともに正規雇用の場合、「子育てや教

育にお金がかかりすぎるから」を選んでいる割合がその他よりも少なく、正規雇用共働きの

経済力が子どもを持つことにプラスに作用する可能性が示されている（Ｐ10・図表1-4-2）。 

また、正規雇用共働き夫婦においては、理想子ども数が他の類型よりも少ないということ

はなく、それどころか、予定子ども数は他の類型よりも多め（2.20）に出ており、この点で

も、正規雇用共働き夫婦では、子育てにかかる経済問題が緩和されていることが推測できる

（下記・図表1-4-1）。 
 

妻が正規雇用であり続けることで得られる追加的な収入は、扶養にかかる手当や税控除に

よって得られる追加的な収入よりもずっと大きい。政策の目標として、単なる共働きではな

く、正規雇用の共働きの増加を想定したほうがよいかもしれない。 

 

【図表1-4-1 子どものいる世帯 夫婦就労状況類型別 理想の子どもの人数と出産予定の子どもの人数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※子どものいる初婚どうしの夫婦（就労状況不明を除く） 

 

（次ページに続く）  

 

2.22
1.991.90

0.040.29

-0.11

-0.50

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

理想
子ども数
(N=178)

予定
子ども数
(N=163)

理想
子ども数
(N=591)

予定
子ども数
(N=522)

理想
子ども数
(N=70)

予定
子ども数
(N=61)

理想子ども数 現在の子ども数 今後予定の子ども数

（人） 【正規雇用共働き】
【いずれかが
正規雇用でない】 【自営業】

2.46
2.20

2.38

2.03

2.50

2.11

－ 9－
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【図表1-4-2 夫婦就労状況類型別 予定の子どもの人数が理想の子どもの人数より少ない理由】（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※予定子ども数が理想子ども数を下回る夫婦 

 

 

 

 

 

37.3%

5.1%

27.1%

1.7%

8.5%

37.3%

18.6%

16.9%

23.7%

10.2%

10.2%

6.8%

10.2%

9.5%

9.5%

5.3%

5.7%

30.9%

15.6%

13.7%

21.0%

10.7%

6.1%

5.3%

7.6%

52.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

子育てや教育にお金がかかりすぎるから

家が狭いから

自分の仕事（勤めや家業）に差し支えるから

子どもがのびのび育つ環境ではないから

自分や夫婦の生活を大切にしたいから

高年齢で生むのはいやだから

これ以上、育児の心理的、肉体的不安に耐えられないか
ら

健康上の理由から

欲しいけれどもできないから

夫の家事・育児への協力が得られないから

夫が望まないから

末子が夫の定年退職までに成人してほしいから

その他

夫婦ともに正規雇用
(N=59)

その他(N=262)

－ 10 －
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〈２〉子育ての楽しさやしんどさ 

 

結果のポイント 

○６歳未満のこどもがいる妻の子育ての不安感・負担感を「強く感じる」割合はやや減少 

○最も不安を感じた時期は「出産直前・直後」「新生児期」で、しんどかったことは「夜

泣きで寝不足」なこと 

○独身者では子育てが「楽しいと思う」割合は約２割だが、約６割の夫婦が「子育ては楽

しい」と感じている 

 

 

 

① 子育ての不安感・負担感 

 

①－１ 子育ての身体的・体力的な不安感・負担感 

妻の「まったくそう感じる」割合は12.7％となっており、前回調査に比べて、2.1ポイント減少

している。夫の「まったくそう感じる」割合は6.1％となっており、妻の方がより子育ての身体的・

体力的な不安感・負担感を感じている。 

 

【図表2-1-1 身体的・体力的な不安感・負担感】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※６歳未満の子どもがいる夫婦 

 

6.1%

12.7%

14.8%

41.5%

35.6% 30.9% 15.0% 3.7%

31.7% 39.0%

28.6%

20.7%

16.9%

2.4%

0.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・H30県調査(N=82)

妻・H30県調査(N=426)

妻・H25県調査(N=761)

まったく
そう感じる

どちらか
といえば

そう感じる

どちらか
といえば

そう感じない

まったく
そう感じない

無回答

－ 11 －
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①－２ 子育ての心理的・精神的な不安感・負担感 

妻の「まったくそう感じる」割合は12.9％となっており、前回調査に比べて、0.4ポイント減少

しているが、「どちらかといえばそう感じる」割合は微増した。夫の「まったくそう感じる」割合

は7.3％となっており、妻の方がより子育ての心理的・精神的な不安感・負担感を感じている。 

 

【図表2-1-2 心理的・精神的な不安感・負担感】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※６歳未満の子どもがいる夫婦 

 

 

①－３ 子育ての金銭的・経済的な不安感・負担感 

妻の「まったくそう感じる」の割合は18.1％となっており、前回調査に比べて、6.7ポイント減

少している。夫の「まったくそう感じる」の割合は17.1％となっており、夫婦による差はあまりな

い。 

 

【図表2-1-3 金銭的・経済的な不安感・負担感】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※６歳未満の子どもがいる夫婦 

 

7.3%

12.9%

13.3%

36.9%

32.7% 33.9% 16.3% 3.8%

31.7% 40.2%

32.2%

18.3%

17.8%

2.4%

0.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・H30県調査(N=82)

妻・H30県調査(N=426)

妻・H25県調査(N=761)

まったく
そう感じる

どちらか
といえば

そう感じる

どちらか
といえば

そう感じない

まったく
そう感じない

無回答

17.1%

18.1%

24.8%

38.5%

44.8% 19.6% 7.4%

40.2% 25.6%

29.6%

14.6%

12.4%

3.4%

2.4%

1.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・H30県調査(N=82)

妻・H30県調査(N=426)

妻・H25県調査(N=761)

まったく
そう感じる

どちらか
といえば

そう感じる

どちらか
といえば

そう感じない

まったく
そう感じない

無回答

－ 12 －
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② 妻の出産前後の不安感 

「とても不安」と「少し不安」の割合を合計すると、「出産直前・直後」が78.0％で最も多く、

次いで「新生児期」（77.0％）、「妊娠初期」（72.6％）となっている。また、不安感は出産後子

どもが大きくなるにつれて徐々に減っていくが、３歳～５歳になっても半数以上に不安感がある。 

 

【図表2-2-1 妻の出産前後の精神的・肉体的な不安感】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※子どものいる妻（無回答を除く） 

 

 

 

32.0%

16.8%

24.4%

35.9%

35.6%

20.0%

13.0%

11.9%

10.9%

11.3%

8.5%

46.0%

45.0%

42.1%

41.4%

49.9%

47.7%

46.8%

44.2%

43.3%

44.4%

30.6%

22.0%

23.0%

30.1%

39.3%

41.4%

44.9%

45.4%

47.0%

40.6% 27.5%

37.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

妊娠初期（～13週）(N=942)

妊娠中期（14週～27週）(N=941)

妊娠後期・臨月（28週～）(N=941)

出産直前・直後(N=942)

新生児期（生後４週間まで）(N=939)

生後２ヶ月～４ヶ月(N=936)

生後５ヶ月～８ヶ月(N=922)

生後９ヶ月～１１ヶ月(N=911)

１歳(N=896)

２歳(N=859)

３歳～５歳(N=819)

とても不安 少し不安 不安はなかった

－ 13 －
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③ 妻の子育てがしんどいと感じた要因 

子育てがしんどいと感じた要因を妻に聞くと、「夜泣きで寝不足だった」が46.0％で最も多く、

次いで「子育てについて分からないことが多い」（41.6％）、「子どもの発達や健康のこと」（35.2％）

となっている。 

 

【図表2-3-1 妻の子育てがしんどいと感じた要因】（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※子どものいる妻 

 

 

 

41.6%

10.1%

21.8%

19.9%

4.0%

29.4%

28.8%

18.9%

12.5%

35.2%

7.9%

46.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

子育てについて分からないことが多い

誰も助けてくれない

赤ちゃんがなぜ泣くのか分からない

夜泣きで寝不足だった

産後体調がすぐれなかった

子どもがかわいいと思えなかった

訳もなくイライラした

母乳の悩み

夫との関係

家族との関係

子どもの発達や健康のこと

その他

(N=957)

－ 14 －
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④ 子育てに関する感じ方 

子育てをどう思うかについて、子どもがいる夫婦では、「楽しいと感じることの方が多い」割合

が夫婦とも同程度で、どちらも６割近く（夫58.5％・妻59.4％）となっており、妻では前回より減

少している。また、妻では「楽しいと感じることとつらいと感じることが同じくらい」の割合が前

回より上昇した。 

子どものいない人に子育てをどう思うかを聞くと、「楽しいと思う」割合が17.7％で前回の16.9％

より上昇した。 

 

【図表2-4-1 夫婦・子育ての楽しさ・つらさ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※６歳未満の子どもがいる夫婦 

 

【図表2-4-2 独身者・子育てに対する考え】 

 

 

 

 

 

 

 

 

※子どものいない独身者（性別不明を除く） 

 

 

17.7%

16.9%

2.0%

1.4%54.4%

59.6% 7.5%

5.2% 14.6%

11.2% 2.0%

7.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

H30県調査(N=651)

H25県調査(N=1,230)

58.5%

59.4%

64.4%

34.0%

27.7%

26.8%

2.5%

3.3%

4.9%

0.7% 1.4%

1.4%

2.4%

3.3%

7.3%

1.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・H30県調査(N=82)

妻・H30県調査(N=426)

妻・H25県調査(N=761)

夫婦 

独身者 

楽しいと
感じること
の方が多い

楽しいと
感じることと

つらいと
感じることが
同じくらい

つらいと
感じること
の方が多い

その他 わからない 無回答

楽しいと
思う

楽しいと
思うことと
つらいと

思うことが
同じくらい

つらいと
思う

その他 わからない 無回答

－ 15 －
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〈３〉夫婦の子育て 

 

結果のポイント 

○妻の家事や子育てを一番助けてくれる人は「妻の母親」であるが、一番助けてほしい人

は「夫」 

○夫婦の子育ての一体感は、夫が感じるほどは妻は感じていない 

○夫が子育てや家事などに積極的に関わっているほど、妻が子育ての一体感を感じること

が多い 

○夫が妻と良好な関係を築いているほど、妻が子育ての不安感･負担感を感じる割合が低い 

○家事や育児の夫婦の分担状況は、妻に負担が偏っており、妻が一番しんどいと感じる「夜

泣きの対応」では「まったくしていない」夫の割合が５割近くある 

○夫の「イクメン度」は、夫婦の認識はほぼ同じで約６割がイクメンと思っている 

○子育てに関わっていない夫の理由は、８割近くが「仕事が忙しいから」 

 

 

① 子育ての手助け 

家事や育児を実際に助けてくれた（くれている）人を妻に聞くと、「妻の母親」が63.8％で最も

多く、次いで「夫」（52.7％）となっている。一方、助けてほしかった（ほしい）人は、「妻の母

親」は32.3％と低くなり、「夫」が57.9％で最も高くなっている。 

 

【図表3-1-1 妻の家事や育児を実際に助けてくれた（ほしかった）人】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※単数回答だが、複数の選択肢に○をつけた回答が多数あったため、複数回答で処理 

※子どものいる妻 

52.7%

63.8%

15.8%

20.5%

6.9%

17.1%

19.0%

4.2%

3.1%

32.3%

5.4%

7.2%

2.4%

6.6%

5.4%

2.1%

3.2%

57.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

夫

妻の母親

妻の父親

夫の母親

夫の父親

きょうだい等の親族

友人（ママ友）

近所の人

その他

現実

希望

(N=957)

－ 16 －
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② パートナーとの子育ての一体感 

パートナーと一緒に子育てをしていると感じている割合をみると、妻ではそう感じる割合が

78.2％となっており（「まったくそう感じる」「どちらかといえばそう感じる」の割合の合計）、

前回調査に比べて、2.1ポイント低下している。夫は86.5％が一体感を感じており、妻と開きがあ

ることが分かる。 

 

【図表3-2-1 パートナー（夫または妻）との子育ての一体感】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※６歳未満の子どもがいる夫婦 

 

③ パートナーとの関係 

パートナーへの評価を聞く５つの設問では、すべてにおいて、夫の妻への評価が、妻の夫への評

価より約７～14ポイント高い傾向にある。 

また、前回調査に比べて、妻の夫への評価はやや高くなっている傾向にある。 

 

【図表3-3-1 パートナー（夫または妻）は家族と一緒に過ごす時間をつくる努力をしている】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答者全数 

46.3%

34.3%

40.6%

43.9%

39.7% 3.8%

40.2%

12.2%

9.8%

14.6%

3.7%

1.2%

7.0%

2.4%

0.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・H30県調査(N=82)

妻・H30県調査(N=426)

妻・H25県調査(N=761)

68.0%

50.3%

44.0%

33.5%

34.7% 11.7% 5.5% 4.2%

22.7% 5.4%

10.2%

3.4%

5.4%

0.5%

0.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・H30県調査(N=203)

妻・H30県調査(N=1,060)

妻・H25県調査(N=1,645)

あてはまる
どちらか
といえば

あてはまる

どちらか
といえば

あてはまらない
あてはまらない 無回答

まったく
そう感じる

どちらか
といえば

そう感じる

どちらか
といえば

そう感じない

まったく
そう感じない

無回答

－ 17 －
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【図表3-3-2 パートナー（夫または妻）は私の悩みや不満によく耳を傾けてくれる】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答者全数 

 

【図表3-3-3 パートナー（夫または妻）は私の仕事や家事、子育てをねぎらってくれる】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答者全数 

 

【図表3-3-4 子育てについてパートナー（夫または妻）とよく話し合っている】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答者全数 

 

56.7%

38.5%

28.3%

34.2%

40.7% 17.0% 9.7% 4.4%

28.6% 8.9%

17.3%

5.4%

9.2%

0.5%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・H30県調査(N=203)

妻・H30県調査(N=1,060)

妻・H25県調査(N=1,645)

53.2%

37.9%

28.0%

31.4%

36.9% 19.9% 10.6% 4.6%

30.5% 11.3%

18.8%

4.4%

11.0%

0.5%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・H30県調査(N=203)

妻・H30県調査(N=1,060)

妻・H25県調査(N=1,645)

40.9%

35.4%

31.7%

35.2%

38.2% 18.7% 7.2% 4.3%

37.9% 8.9%

16.4%

8.9%

9.6%

3.4%

3.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・H30県調査(N=203)

妻・H30県調査(N=1,060)

妻・H25県調査(N=1,645)

あてはまる
どちらか
といえば
あてはまる

どちらか
といえば

あてはまらない
あてはまらない 無回答

あてはまる
どちらか
といえば
あてはまる

どちらか
といえば

あてはまらない
あてはまらない 無回答

あてはまる
どちらか
といえば
あてはまる

どちらか
といえば

あてはまらない
あてはまらない 無回答

－ 18 －
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【図表3-3-5 私とパートナー（夫または妻）は子育てや家事などをお互い分担し助け合っている】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答者全数 

 

パートナーへの評価の高い妻（Ｐ17～19・図表3-3-1～3-3-5の、パートナーとの関係について「あ

てはまる」と回答した方［下記図表では「強く」と記載］）について、パートナーと一緒に子育て

をしていると感じている割合（Ｐ17・図表3-2-1）をみると、「まったくそう感じる」「どちらか

といえばそう感じる」の割合の合計がいずれも９割以上と高い傾向にある。特に、パートナーへの

５つの評価の中では、「子育てや家事などをお互い分担し助け合っている」と回答した妻の、パー

トナーとの一体感を感じる割合が一番高い（69.0％）。 

 

【図表3-3-6 パートナー（夫）との関係が良好な妻のパートナーとの子育て一体感】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※６歳未満の子どもがいる妻 

 

32.5%

31.7%

22.6%

29.8%

31.4% 26.1% 15.6% 4.3%

40.9% 17.7%

22.4%

6.4%

14.7%

2.5%

1.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・H30県調査(N=203)

妻・H30県調査(N=1,060)

妻・H25県調査(N=1,645)

あてはまる
どちらか
といえば
あてはまる

どちらか
といえば

あてはまらない
あてはまらない 無回答

50.4%

62.0%

61.1%

34.1%

36.2%

59.0%

69.0%

42.2%

36.7%

28.6%

1.6%

2.2%

5.1%

2.1%

1.8%

1.1%

1.1%

2.0%

1.6%

0.6%

0.6%

0.4%

0.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

パートナーは家族と一緒に過ごす時間を
つくる努力を「強く」している(N=256)

パートナーは悩みや不満によく
耳を「強く」傾けてくれる(N=188)

パートナーは仕事や家事、子育てを
「強く」ねぎらってくれる(N=179)

子育てについてパートナーと
よく「強く」話し合っている(N=185)

子育てや家事などをお互い分担し
「強く」助け合っている(N=168)

まったく
そう感じる

どちらか
といえば
そう感じる

どちらか
といえば

そう感じない

まったく
そう感じない

無回答

－ 19 －
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④ パートナー（夫）との関係別 妻の子育ての心理的・精神的な不安感・負担感 

夫との関係別に、妻の子育ての心理的・精神的な不安感・負担感をみると、夫が、家族と過ごす

努力をしている、妻との会話を大事にしている、妻をねぎらっている、家事の分担もできているな

どのすべての項目で、夫との関係が良好な妻は、そうでない妻に比べ、不安感・負担感の割合がか

なり低くなる。 

 

【図表3-4-1 パートナー（夫）との関係別 妻の心理的・精神的な不安感・負担感】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※子どもがいる夫婦の妻 

※各グラフの上下区分は、図表3-3-1～3-3-5の「あてはまる」「どちらかといえば

あてはまる」と「どちらかといえばあてはまらない」「あてはまらない」で区分 

 

 

9.9%

20.9%

8.6%

19.5%

8.4%

18.6%

8.6%

20.9%

8.3%

17.0%

35.3%

37.6%

35.6%

37.4%

36.1%

38.5%

33.0%

37.9%

35.9%

32.7%

28.5%

31.4%

32.1%

31.7%

30.9%

32.3%

30.1%

15.7%

21.1%

12.8%

19.9%

13.9%

19.9%

16.4%

1.5%

1.7%

1.3%

1.7%

37.3%

26.8%

32.5%

19.6%

17.0%

18.8%

0.6%

1.3%

0.3%

0.7%

1.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

パートナーは家族と一緒に過ごす時間を
つくる努力をしている(N=798)

パートナーは家族と一緒に過ごす時間を
つくる努力をしていない(N=153)

パートナーは悩みや不満によく
耳を傾けてくれる(N=683)

パートナーは悩みや不満によく
耳を傾けてくれない(N=267)

パートナーは仕事や家事、子育てを
ねぎらってくれる(N=653)

パートナーは仕事や家事、子育てを
ねぎらってくれない(N=296)

子育てについてパートナーと
よく話し合っている(N=717)

子育てについてパートナーと
よく話し合っていない(N=230)

子育てや家事などをお互い分担し
助け合っている(N=589)

子育てや家事などをお互い分担し
助け合っていない(N=359)

まったく
そう感じる

どちらか
といえば

そう感じる

どちらか
といえば

そう感じない

まったく
そう感じない

無回答

－ 20 －
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◆有識者が読み解く奈良県のデータ◆ 「パートナーとの関係と妻の不安感・孤立感」 

新川泰弘氏（関西福祉科学大学教育学部准教授） 
 

図表3-4-1（P20）のように、パートナーが良好な関係を築くために努力していると、妻

の子育ての心理的な不安感・負担感が低くなるという結果は、当然予測されたことである。

ここで問題としたいのは、パートナーとの関係と、子育ての経済的な不安感・負担感や周囲

からの孤立感が相関しているという結果である（下記・図表3-4-2と次ページ・図表3-4-3）。

パートナーとの良好な人間関係が、子育ての心理的な不安感・負担感だけでなく、経済的な

不安感・負担感や社会的孤立感を抑制することは注目に値する。それゆえに、パートナーが

互いに努力して良好な関係を築けるような子育て家庭への支援を活発化していくことも、今

後の重要な課題となると思われる。 

 

【図表3-4-2 パートナー（夫）との関係別 妻の金銭的・経済的な不安感・負担感】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※子どもがいる夫婦の妻 

※各グラフの上下区分は、図表3-3-1～3-3-5の「あてはまる」「どちらかといえば

あてはまる」と「どちらかといえばあてはまらない」「あてはまらない」で区分 

 

 

20.2%

35.9%

20.5%

28.1%

18.7%

30.7%

20.6%

28.7%

18.2%

29.8%

37.9%

37.5%

39.7%

38.6%

37.5%

37.5%

40.9%

37.5%

39.6%

25.9%

23.2%

25.3%

25.0%

26.1%

21.7%

28.0%

20.3%

8.2%

15.3%

6.4%

14.1%

7.4%

14.1%

9.7%

1.9%

2.1%

1.7%

2.2%

38.1%

16.3%

26.8%

14.2%

9.8%

13.0%

0.6%

1.3%

0.3%

0.7%

1.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

パートナーは家族と一緒に過ごす時間を
つくる努力をしている(N=798)

パートナーは家族と一緒に過ごす時間を
つくる努力をしていない(N=153)

パートナーは悩みや不満によく
耳を傾けてくれる(N=683)

パートナーは悩みや不満によく
耳を傾けてくれない(N=267)

パートナーは仕事や家事、子育てを
ねぎらってくれる(N=653)

パートナーは仕事や家事、子育てを
ねぎらってくれない(N=296)

子育てについてパートナーと
よく話し合っている(N=717)

子育てについてパートナーと
よく話し合っていない(N=230)

子育てや家事などをお互い分担し
助け合っている(N=589)

子育てや家事などをお互い分担し
助け合っていない(N=359)

まったく
そう感じる

どちらか
といえば

そう感じる

どちらか
といえば

そう感じない

まったく
そう感じない

無回答

－ 21 －
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【図表3-4-3 パートナー（夫）との関係別 妻の周囲からの孤立感】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※子どもがいる夫婦の妻 

※各グラフの上下区分は、図表3-3-1～3-3-5の「あてはまる」「どちらかといえば

あてはまる」と「どちらかといえばあてはまらない」「あてはまらない」で区分 

 

 

6.5%

5.6%

5.4%

5.2%

3.6%

13.7%

13.1%

14.9%

14.8%

38.4%

42.3%

37.8%

42.9%

39.1%

40.9%

38.5%

41.2%

37.8%

50.7%

36.1%

48.7%

37.8%

49.2%

40.9%

1.2%

1.4%

1.1%

1.4%

1.8%

1.3%

1.2%

1.7%

1.7%

13.4%

10.2%

9.8%

8.9%

9.5%

9.2%

39.7%

37.9%

47.0%

41.8%

49.3%

1.4%

1.1%

0.7%

1.3%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

パートナーは家族と一緒に過ごす時間を
つくる努力をしている(N=798)

パートナーは家族と一緒に過ごす時間を
つくる努力をしていない(N=153)

パートナーは悩みや不満によく
耳を傾けてくれる(N=683)

パートナーは悩みや不満によく
耳を傾けてくれない(N=267)

パートナーは仕事や家事、子育てを
ねぎらってくれる(N=653)

パートナーは仕事や家事、子育てを
ねぎらってくれない(N=296)

子育てについてパートナーと
よく話し合っている(N=717)

子育てについてパートナーと
よく話し合っていない(N=230)

子育てや家事などをお互い分担し
助け合っている(N=589)

子育てや家事などをお互い分担し
助け合っていない(N=359)

まったく
そう感じる

どちらか
といえば
そう感じる

どちらか
といえば

そう感じない

まったく
そう感じない

無回答

－ 22 －
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◆有識者が読み解く奈良県のデータ◆ 「パートナーとの関係と年収」 

新川泰弘氏（関西福祉科学大学教育学部准教授） 
 

夫の収入が高い方が、子育てについてパートナー（夫または妻）とよく話し合っている割

合が高い（下記・図表3-4-4）。また当然のことであるが、夫の収入が高い方が、妻が子育

てに金銭的・経済的な不安・負担をあまり感じていないこともわかっている。 

一方、妻の年間の収入が高い方が、子育てや家事などをお互い分担し助け合っている割合

が高い（下記・図表3-4-5）。 

この結果から、子育てについて話し合い、子育てと家事を分担していける、仕事・子育て・

家事のバランスがとれた子育て家庭という理念の実現のためには、その理念を社会全体が

しっかりと受け止めるとともに、収入の格差を是正し、すべての人が社会で活躍し、より高

い収入を得られるような制度・サービスを創り出すという課題が浮き彫りとなってくる。 

 

【図表3-4-4 年間の収入（夫）別 子育てについてパートナー（夫または妻）とよく話し合っている】 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答者全数（夫の年収不明を除く） 

 

【図表3-4-5 年間の収入（妻）別 私とパートナー（夫または妻）は子育てや家事などをお互い分担し助け合っている】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答者全数（妻の年収不明を除く） 

 

 

 

 

39.0%

36.1% 34.8%

38.2% 13.6%

15.3%

6.1%

10.5%

2.9%

3.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

600万円以上(N=374)

600万円未満(N=771)

42.6%

26.4% 30.6%

31.9% 14.7%

25.6%

9.6%

16.1%

1.2%

1.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

300万円以上(N=251)

300万円未満(N=542)

あてはまる
どちらか
といえば

あてはまる

どちらか
といえば

あてはまらない
あてはまらない 無回答

あてはまる
どちらか
といえば

あてはまる

どちらか
といえば

あてはまらない
あてはまらない 無回答

－ 23 －
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◆有識者が読み解く奈良県のデータ◆ 「パートナーとの関係と夫婦の就労形態」 

筒井淳也氏（立命館大学産業社会学部教授） 
 

夫婦の就労類型別にパートナーとの関係をみると（下記・図表3-4-6～3-4-8）、正規雇

用夫婦の場合、その他の夫婦よりも、パートナーとの情緒的な関係を充実させようという試

みが目立つ。経済的な関係が対等である分、関係も対等になり、互いを尊重し合う傾向が生

まれるかもしれない。夫婦相互のメンタルサポートは幸福度に極めて強く影響することが知

られており、この点は注目に値する。 

 

【図表3-4-6 就労類型別 パートナー（夫または妻）は家族と一緒に過ごす時間をつくる努力をしている】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表3-4-7 就労類型別 パートナー（夫または妻）は私の悩みや不満によく耳を傾けてくれる】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表3-4-8 就労類型別 パートナー（夫または妻）は私の仕事や家事、子育てをねぎらってくれる】 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答者全数（就労類型不明を除く）（図表3-4-6～3-4-8同じ） 

 

あてはまる
どちらか
といえば

あてはまる

どちらか
といえば

あてはまらない
あてはまらない 無回答

58.7%

51.9%

29.5%

32.2%

6.1%

10.1% 5.1%

5.7%

0.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫婦ともに正規雇用(N=264)

その他(N=993)

46.6%

39.8%

31.4%

34.5%

14.8%

15.8%

7.2%

9.1%
0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫婦ともに正規雇用(N=264)

その他(N=993)

あてはまる
どちらか
といえば

あてはまる

どちらか
といえば

あてはまらない
あてはまらない 無回答

45.5%

38.9%

29.2%

32.4%

14.4%

18.2%

11.0%

9.7%
0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫婦ともに正規雇用(N=264)

その他(N=993)

あてはまる
どちらか
といえば

あてはまる

どちらか
といえば

あてはまらない
あてはまらない 無回答

－ 24 －
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⑤ 家事・育児の分担状況 
 

⑤－１ 家事の分担状況 

妻に夫との家事の分担状況を聞くと、「いつもしている」「ほとんどしている」の合計の割合が、

一番高い「食事のしたく」（91.6％）をはじめ、「ごみ出し」以外のすべての項目で80％を超えて

いる。 

夫では、「いつもしている」「ほとんどしている」の合計の割合が一番高いのが「ごみ出し」の

34.3％で、あとの項目はすべて２割にも満たない。反対に「まったくしていない」のは、「洗濯」

（50.2％）および「食事のしたく」（47.1％）が高く、その他３割以上の項目が３項目もあるとい

う結果である。 

家事分担については、全体的に妻にかなり偏っているという結果となっている。 
 

【図表3-5-1 家事の分担状況（妻）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答者全数 

【図表3-5-2 家事の分担状況（夫）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答者全数 

73.3%

61.6%

64.3%

72.4%

60.9%

45.2%

22.7%

24.0%

22.9%

11.9% 10.6% 20.6% 9.3%

14.7%

18.3%

6.9%

6.0%

9.5%

9.1%

3.6%

4.6%

2.8%

4.1%

4.7%

3.1%

0.4%

1.0%

0.5%

0.3%

0.3%

1.6%

2.4%

1.7%

1.8%

1.4%

1.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

食事のしたくをする

食事の後片付けをする

買い物をする

洗濯をする

掃除をする

ごみを出す

(N=1,304)

5.1%

5.0%

22.3% 12.0%

14.6%

10.1%

50.2%

41.5%

20.8%

22.5%

50.2%

36.7%

32.2%

3.1%

2.5%

2.8%

3.5%

1.6%

6.7%

4.4%

3.7%

4.4%

2.4%

12.0%

8.7%

13.7%

5.8%

30.9%

41.2%

39.5%

30.4%

47.1%

2.6%

3.1%

3.7%

2.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

食事のしたくをする

食事の後片付けをする

買い物をする

洗濯をする

掃除をする

ごみを出す

(N=1,304)

いつも
している

ほとんど
している

半分くらい
している

時々
している

まったく
していない

無回答

いつも
している

ほとんど
している

半分くらい
している

時々
している

まったく
していない

無回答

－ 25 －
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⑤－２ 育児の分担状況 

妻に夫との家事の分担状況を聞くと、「いつもしている」「ほとんどしている」の合計の割合が、

一番高い「健診や予防接種に連れて行く」（96.0％）をはじめ、12項目中８項目が９割前後となっ

ている。あとの４項目の割合も７～８割となっている。 

夫では、「いつもしている」「ほとんどしている」の合計の割合が高いのが「子どもと一緒に遊

ぶ」の39.6％で、次いで「子どもをあやす」（35.2％）、「入浴・沐浴」（25.6％）だが、その他

の項目はほとんどが１割前後である。また、「まったくしていない」項目で３割以上のものが５項

目あり、なかでも妻が子育てでしんどいと感じた要因の第１位である（Ｐ14・図表2-3-1）「夜泣

きの対応」は45.8％となっている。 

 

【図表3-5-3 育児の分担状況（妻）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※６歳未満の子どもがいる夫婦 

 

いつも
している

ほとんど
している

半分くらい
している

時々
している

まったく
していない

無回答

68.6%

69.8%

76.8%

66.9%

78.7%

75.5%

49.4%

66.3%

88.2%

78.1%

58.9%

57.6%

24.1%

23.6%

16.0%

18.6%

12.9%

23.4%

8.4%

15.6%

19.8%

7.8%

13.5%

9.9%

22.2%

3.6%

5.7%

1.3%

2.7%

9.3%

1.9%

3.8%

5.3%

13.9%

6.5%

6.5%

1.9%

1.7%

0.4%

0.4%

2.5%

7.8%

0.2%

2.9%

0.8%

3.4%

0.2%

2.3%

2.1%

3.2%

1.7%

1.0%

0.2%

0.2%

0.6%

1.5%

0.4%

0.4%

23.8%

1.9%

3.6%

1.5%

1.9%

1.7%

4.6%

1.5%

1.3%

1.5%

1.7%

8.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

子どもをあやす

子どもを寝かしつける

夜泣きの対応

オムツがえ

授乳

離乳食・食事

入浴・沐浴

歯ブラシ・爪切りなどの
衛生面のケア

健診や予防接種に連れて行く

子どもが病気の時、面倒を見る

子どもと一緒に遊ぶ

保育所・認定こども園・
幼稚園等の送り迎え

(N=526)

－ 26 －
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【図表3-5-4 育児の分担状況（夫）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※６歳未満の子どもがいる夫婦 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつも
している

ほとんど
している

半分くらい
している

時々
している

まったく
していない

無回答

22.1%

8.9%

12.9%

25.9%

12.7%

13.7%

27.4%

32.9%

32.9%

27.8%

45.6%

38.4%

34.8%

37.8%

23.4%

32.5%

45.8%

12.0%

48.5%

28.7%

31.4%

62.7%

32.5%

28.1%

3.6%

6.3%

2.9%

3.0%

4.9%

25.7%
3.2%

3.6%

3.2%

5.3%

2.9%

1.7%

6.7%

3.6%

3.0%

3.8%

2.9%

5.7%

2.7%

1.7%

5.3%

4.0%

8.2%

13.1%

7.4%

17.3%

6.1%

20.0%

13.9%

8.7%

21.1%

10.1%

24.7%

16.5%

22.1%

33.3%

38.0%

51.9%

6.1%

1.7%

3.0%

25.3%

2.5%

2.5%

3.0%

3.8%

3.0%

11.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

子どもをあやす

子どもを寝かしつける

夜泣きの対応

オムツがえ

授乳

離乳食・食事

入浴・沐浴

歯ブラシ・爪切りなどの
衛生面のケア

健診や予防接種に連れて行く

子どもが病気の時、面倒を見る

子どもと一緒に遊ぶ

保育所・認定こども園・
幼稚園等の送り迎え

(N=526)

－ 27 －
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◆有識者が読み解く奈良県のデータ◆ 「夫の家事スキルの重要性」 

筒井淳也氏（立命館大学産業社会学部教授） 
 

就労類型別に家事の分担状況をみると、正規雇用夫婦においても平等な負担への「道半ば」

である（下記・図表3-5-5）。たしかに正規雇用夫婦では、他の類型の夫婦よりも家事を平

等に負担している傾向がみられる。しかし、夫が家事を増やしたとき、必ずしも妻の家事が

その分減っている、というわけではない。たとえば「洗濯」についてみてみると、「子ども

有・正規雇用共働き」の夫は、「子ども有・正規共働き以外」の夫と比べると、家事分担状

況が0.69ポイント高く、より平等であることがわかる。しかし「子ども有・正規雇用共働き」

の妻は、「子ども有・正規共働き以外」の妻よりも0.56ポイントしか洗濯の頻度が少なくなっ

ていない。夫がより効果的な家事を遂行できるスキルを身につけることで、妻の負担をはじ

めて実質的に減らすことができるのである。 

 

【図表3-5-5 就労類型別 家事の分担状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「いつもしている」＝５点、「ほとんどしている 」＝４点、「半分くらいしている」＝３点、 「時々している」＝２点、 

「まったくしていない」＝１点で計算 

 

（回答数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夫 妻 夫 妻 夫 妻
子ども有・正規雇用共働き 1.88 4.44 2.62 4.10 2.40 4.33
子ども有・いずれかが正規雇用でない 1.57 4.75 1.97 4.56 2.05 4.61
子ども有・自営業 1.54 4.65 1.74 4.57 2.02 4.54
子ども無・正規雇用共働き 2.28 4.00 2.71 3.74 2.63 3.92
子ども無・いずれかが正規雇用でない 1.76 4.47 2.24 4.37 2.29 4.42
子ども無・自営業 2.36 3.73 2.73 3.82 2.91 4.45
夫婦双方無回答 1.79 4.61 2.33 4.45 2.51 4.50
全体 1.67 4.64 2.12 4.43 2.16 4.52

夫 妻 夫 妻 夫 妻
子ども有・正規雇用共働き 2.30 4.13 2.29 4.12 3.25 3.15
子ども有・いずれかが正規雇用でない 1.61 4.69 1.80 4.54 2.48 3.85
子ども有・自営業 1.35 4.79 1.69 4.48 2.38 3.87
子ども無・正規雇用共働き 2.29 3.95 2.42 3.74 3.61 2.63
子ども無・いずれかが正規雇用でない 1.78 4.59 1.91 4.42 3.03 3.40
子ども無・自営業 2.36 3.82 2.55 3.27 3.82 3.09
夫婦双方無回答 1.86 4.64 2.23 4.45 2.88 3.73
全体 1.76 4.56 1.92 4.41 2.71 3.65

①　食事のしたく
　　をする

②　食事の後片付け
　　をする

③　買い物をする

④　洗濯をする ⑤　掃除をする ⑥　ごみを出す

夫 妻 夫 妻 夫 妻

子ども有・正規雇用共働き 221 225 223 225 220 225

子ども有・いずれかが正規雇用でない 751 771 759 768 755 769

子ども有・自営業 103 104 101 104 103 104

子ども無・正規雇用共働き 36 38 38 38 38 38

子ども無・いずれかが正規雇用でない 91 93 92 93 93 92

子ども無・自営業 11 11 11 11 11 11

夫婦双方無回答 43 44 43 44 43 44

全体 1,256 1,286 1,267 1,283 1,263 1,283

夫 妻 夫 妻 夫 妻

子ども有・正規雇用共働き 223 223 224 225 224 225

子ども有・いずれかが正規雇用でない 755 767 758 768 759 761

子ども有・自営業 102 104 104 103 104 102

子ども無・正規雇用共働き 38 38 38 38 38 38

子ども無・いずれかが正規雇用でない 92 93 92 93 92 92

子ども無・自営業 11 11 11 11 11 11

夫婦双方無回答 43 44 43 44 43 44

全体 1,264 1,280 1,270 1,282 1,271 1,273

①　食事のしたくをする ②　食事の後片付けをする ③　買い物をする

④　洗濯をする ⑤　掃除をする ⑥　ごみを出す

－ 28 －
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⑥ 夫の「イクメン」度 

 

⑥－１ 夫は育児を積極的にする男性（イクメン）か 

夫が育児を積極的にする男性と思う妻は57.8％であり、夫の回答は60.7％とほぼ同程度となって

いる（「思う」「どちらかと言えばそう思う」の合計）。 

 

【図表3-6-1 夫は育児を積極的にする男性か】 

 

 

 

 

 

 

 

 

※子どもがいる夫婦 

 

⑥－２ 夫の子育ての関わり方 

夫は子育てに「十分関わっている」と思う妻は54.6％であり、夫の自認では62.0％となっている。

また関わっていない（「あまり関わっていない」と「全く関わっていない」の合計）と思う妻は43.4％、

夫の自認では34.9％となっており、どちらも妻の評価のほうが低い。 

 

【図表3-6-2 夫の子育ての関わり方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

※子どもがいる夫婦 

 

 

 

19.0%

26.3% 31.5%

41.7% 38.0%

40.2%

1.2%

2.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・H30県調査(N=163)

妻・H30県調査(N=957)

思う
どちらかと

言えば
そう思う

思わない 無回答

十分
関わって

いる

あまり
関わって
いない

全く
関わって
いない

無回答

54.6%

62.0% 33.7%

37.8% 5.6%

1.2%

1.9%

3.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

妻の評価(N=957)

夫の自認(N=163)

－ 29 －
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⑥－３ 夫が子育てに関わらない理由 

子育てに関わっていないと自認している夫の理由は、「仕事が忙しいから」が78.9％で最も多く、

次いで「育児や家事のやり方が分からないから」（19.3％）となっている。 

 

【図表3-6-3 夫が子育てに関わらない理由】（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※子育てに「あまり関わっていない」または「全く関わっていない」と回答した夫 

 

 

 

78.9%

7.0%

19.3%

5.3%

7.0%

3.5%

1.8%

14.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

仕事が忙しいから

関心がないから

育児や家事のやり方が分からないから

妻からやらなくてよいと言われているから

夫が、育児や家事は女性がするものという考えを
持っているから

妻が、育児や家事は女性がするものという考えを
持っているから

夫または妻の親族が、育児や家事は女性がするものと
いう考えを持っているから

その他

(N=57)

－ 30 －
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◆有識者が読み解く奈良県のデータ◆ 「父親の子育ての課題」 

小崎恭弘氏（大阪教育大学教育学部准教授） 
 

夫の「イクメン」度（P29・図表3-6-1）において、肯定群「思う・どちらかと言えばそ

う思う」の割合が、夫意識と妻意識がほぼ同割合であり、夫婦での一致が見られる。また「思

う」だけを見ると、妻の方が７ポイントほど高い。比較的妻からの育児の評価は高いように

感じる。しかしあまり関わっていない、全く関わっていないグループも少なくはない。 

また子育てに関わっていない夫の理由の第一位は圧倒的に「仕事が忙しいから」となって

いる。 

そして〈３〉夫婦の子育ての「パートナーとの子育ての一体感」「パートナーとの関係」

（P17～）については、妻と夫において齟齬が見られる。夫は子育ての一体感を感じていた

り、妻と良好な関係を築いていると自認している割合が高いが、妻は夫ほどどの項目も高く

はなく、ズレを感じる。 
 

このような視点から、二つのことがうかがえる。 

● 父親の育児に熱心なグループ（いわゆるイクメングループ）とそうでないグループの二極

化が進んでいる。 

● 妻の意識と夫の意識においては、齟齬が見られる。夫の思っているほど、パートナーシッ

プに関して妻の評価は高くはない。 
 

これらから二つの提案ができる。 

● 全ての夫（父親）の仕事の家庭生活（特に育児）に関して、積極的な関わりのできる取り

組みが必要である。育児休業を含め父親が育児をしやすい環境作りなど、企業における

ワークライフバランスの推進が求められる。 

● 夫婦の齟齬やギャップの是正を意識した啓発や学習の機会が必要である。これは夫婦当事

者のみならず、企業や学校など、幅広く社会的な学びや理解ができるようにしていくこと

が求められる。 

 

 

 

 

 

 

－ 31 －
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〈４〉妻の就労状況 

 

結果のポイント 

○妻が第一子出産を機に退職した割合は、前回調査の約６割から約５割に減少 

○仕事を辞めた理由の１位は「家事・子育てに専念したい」から 

○妻の「正規職員」の割合が、末子が１歳時（約４割）に比べ４歳以降では半減 

反対に、「パート・アルバイト」の割合は１歳時（約１割）に比べ約３倍かそれ以上に 

○未就労の妻の約６割が働きたいと思っている。希望するのは、短時間勤務のパートやア

ルバイトで、子どものための休暇がとりやすい、家から近い職場 

○就労しない理由で一番多いのが、「子育てに専念したい」から 

 

 

① 夫婦の就労状況比較 

時期別の就労状況は、妻の場合、「正規職員」は最後に学校を卒業した直後が73.5％で最も高い

が、現在に近づくにつれ割合が低くなっている。夫の場合、「正規職員」は現在の結婚を決めたと

きが79.4％で最も高いが、その後の変化は少ない。 

 

【図表4-1-1 時期別 妻の就労状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答者全数 

73.5%

62.3%

41.3%

23.6%

15.3%

32.8%

28.5%

12.6%

14.0%

3.4%

6.0%

9.0%

5.4%

0.8%

1.8%

0.8%

0.2%

3.4%

1.8%

1.0%

0.3%

30.2%

2.4%

6.1%

0.1%

0.5%

0.6%

0.7%

4.8%

5.9%

5.1%

6.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

e.最後に学校を卒業した直後

f.現在の結婚を決めたとき

g.結婚直後

h.現在

(N=1,304)

正規職員
パート・

アルバイト

派遣・
嘱託・

契約社員
自営業主

家族従業者
・内職

無職・
家事

学生 無回答

－ 32 －
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【図表4-1-2 時期別 夫の就労状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答者全数 

 

② 末子の年齢別 妻の現在の就労状況 

末子の年齢別に子どものいる妻の就労状況をみると、「無職・家事」の割合は末子の年齢が上が

るにつれ低くなっていき、就労している割合が高くなるが、その就労形態は「パート・アルバイト」

が多くなっていく。 

就労している妻のうち、「正規職員」の割合は末子の年齢が０～１歳の母親が41.1％と最も高く、

すべての末子の年齢において、50％以上の妻が何らかの仕事についており、10～12歳では、８割近

くの妻が働いている。 

 

【図表4-2-1 末子の年齢別 妻の現在の就労状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※13歳未満の子どものいる夫婦 

41.1%

24.6%

18.9%

17.7%

17.0%

18.2%

34.9%

41.5%

47.5% 4.3%

34.9%

13.3%

1.9%

5.0%

1.7%

3.0%

0.9%

0.6%

1.5%

1.2%

3.8%

4.3%

3.5%

1.1%

4.4%
43.8%

40.6%

30.5%

17.7%

0.5%

4.4%

1.7%

4.2%

4.9%

5.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

０～１歳(N=180)

２～３歳(N=203)

４～６歳(N=212)

７～９歳(N=164)

10～12歳(N=141)

正規職員
パート・

アルバイト

派遣・
嘱託・

契約社員
自営業主

家族従業者
・内職

無職・
家事

学生 無回答

77.1%

79.4%

79.1%

78.2%
1.1%

1.8%

2.5%

8.9%

2.1%

2.7%

2.6%

3.1%

5.2%

8.7%

4.6%

1.0%

1.0%

1.5%

1.2%

1.2%

0.5%

0.5%

1.5%

0.3%

0.1%

0.5%

0.6%

0.6%

8.4%

8.7%

6.5%

8.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

a.最後に学校を卒業した直後

b.現在の結婚を決めたとき

c.結婚直後

d.現在

(N=1,304)

正規職員
パート・

アルバイト

派遣・
嘱託・

契約社員
自営業主

家族従業者
・内職

無職・
家事

学生 無回答

－ 33 －
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③ 第１子出産前後の妻の就労状況 

第１子妊娠時に就労している妻の割合は72.1％で、そのうち「正規職員」の割合が43.8％、「パー

ト・アルバイト」等の非正規雇用職員の割合が25.5％となっている。第１子が１歳になった時には、

就労している妻の割合は38.1％に低下し、「無職・家事」が25.4％から55.2％に増加している。第

１子出産前後の継続就業率を前回調査と比較すると、39.6％から52.8％となり、13.2ポイント伸び

たことが分かる。 
 

【図表4-3-1 妊娠・出産後の妻の就労状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表4-3-2 第１子出産前後の妻の就労状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

43.8%

25.7%

24.1%

21.0%

21.7%

19.7%

55.2%

56.6%

50.2%

52.2%

5.6%

7.2%
12.9%

15.7%

9.5%

11.9%

7.3%

19.4%

1.6%

1.6%

1.7%

1.9%

1.8%

6.1%

0.8%

0.4%

0.8%

0.8%

0.6%

0.9%

5.6%

4.8%

3.8%

3.2%

2.7%

1.9%
25.4%

54.9%

0.1%

0.1%

0.8%

0.2%

1.8%

6.5%

3.0%

6.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ａ．第１子の妊娠がわかったとき
(N=1,151)

ｂ．第１子が１歳になったとき
(N=1,151)

ｃ．第２子の妊娠がわかったとき
(N=834)

ｄ．第２子が１歳になったとき
(N=834)

ｅ．第３子の妊娠がわかったとき
(N=249)

ｆ．第３子が１歳になったとき
(N=249)

有職72.1% 無職26.2%

有職38.1% 無職55.4%

正規職員
パート・

アルバイト

派遣・
嘱託・

契約社員
自営業主

家族従業者
・内職

無職・
家事

学生 無回答

有職 無職 無回答

72.1%

38.1%

59.8%

23.7%

55.4%

36.6%

66.8%

3.7%

9.5%

26.2% 1.8%

6.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ａ．第１子の妊娠がわかったとき

ｂ．第１子が１歳になったとき

ａ．第１子の妊娠がわかったとき

ｂ．第１子が１歳になったとき

H30県調査
(N=1,151)

H25県調査
(N=1,490)

継続就業率
38.1%/72.1%=52.8%

継続就業率
23.7%/59.8%=39.6%

－ 34 －



 

- 35 - 

④ 未就労の妻の就労希望 

 

④－１ 就労希望 

未就労の妻の就労希望をみると、「すぐにでも、もしくは１年以内くらいに就労したい」の割合

は24.7％、「１年より先で、就労したい」の割合は36.1％、「希望なし」が28.4％となっている。

就労希望の「有」の合計の割合は、前回調査に比べると、前回66.4％から60.8％と減少している。 

 

【図表4-4-1 就労希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※妻が現在就労していない夫婦 

 

④－２ 末子の年齢別 就労希望 

末子の年齢別に就労希望をみると、末子年齢が０～６歳の母親では、就労希望「有」が７割前後

となっており、特に４～６歳では、35.7％がすぐに就労したい希望がある。しかし、７歳以降では、

就労希望が約５割に低下している。 

 

【図表4-4-2 末子の年齢別 就労希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※13歳未満の子どもがいて、妻が現在就労していない夫婦 

 

15.8%

19.4%

35.7%

20.7%

25.0%

52.0%

38.1%

31.0%

25.0%

37.9%

12.5%

52.6%

19.0%

37.5%

27.6%

21.4%

7.1%

3.9%

7.1%

10.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

０～１歳(N=76)

２～３歳(N=98)

４～６歳(N=84)

７～９歳(N=58)

10～12歳(N=32)

有
（すぐにでも、

もしくは
１年以内くらいに

就労したい）

有
（１年より先で、

就労したい）
無 無回答

24.7%

24.1% 42.3%

36.1% 28.4%

29.0%

10.7%

4.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

H30県調査(N=457)

H25県調査(N=789)

有
（すぐにでも、

もしくは
１年以内くらいに

就労したい）

有
（１年より先で、

就労したい）
無 無回答

－ 35 －
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④－３ 希望就労形態 

就労希望のある未就労の妻の希望就労形態をみると、「パート・アルバイト」が92.1％で最も多

く、次いで「派遣・嘱託・契約社員」（22.7％）、「正規職員」（19.8％）となっている。前回調

査に比べて、おおむね同傾向である。 

 

【図表4-4-3 希望就労形態】（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※妻が現在就労していない夫婦 

※無回答を除く 

 

 

④－４ 希望勤務地 

就労希望のある未就労の妻の希望勤務地をみると、「居住市町村」が73.4％で最も多く、次いで

「奈良県内」（51.8％）、「自宅」（19.8％）となっている。前回調査に比べて、「奈良県内」の

割合が12.1ポイント、「自宅」の割合が7.6ポイント、「奈良県外」の割合が6.6ポイント上昇して

いる。 

 

【図表4-4-4 希望勤務地】（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※妻が現在就労せず、今後就労希望がある夫婦 

※無回答を除く 

19.8%

92.1%

22.7%

7.2%

12.9%

0.0%

92.9%

17.7%

4.8%

10.7%

18.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

正規職員

パート・アルバイト

派遣・嘱託・契約社員

自営業主・家族従業者

内職

その他

H30県調査(N=278)

H25県調査(N=524)

19.8%

73.4%

51.8%

11.9%

74.0%

39.7%

5.3%

12.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

自宅

居住市町村（自宅外）

奈良県内（居住していない市町村）

奈良県外
H30県調査(N=278)

H25県調査(N=524)

－ 36 －



 

- 37 - 

④－５ 就労の条件 

未就労の妻の就労の条件をみると、「短時間勤務ができる仕事があること」「子どもの看護・授

業参観・急病等の際に休暇を取りやすい職場であること」がともに58.2％で最も多く、次いで「自

分の知識・能力に合う仕事があること」（31.1％）となっている。 

 

【図表4-4-5 就労条件】（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※妻が現在就労していない夫婦 

 

 

 

 

 

58.2%

58.2%

31.1%

21.9%

21.9%

16.2%

7.9%

6.8%

3.7%

9.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

短時間勤務ができる仕事があること

子どもの看護・授業参観・急病等の際に休暇を
取りやすい職場であること

自分の知識・能力に合う仕事があること

保育所等の保育サービスが利用できること

パートナーの理解・協力を得られること

放課後児童クラブが利用できること

親の理解・協力を得られること

事前に自分の知識・能力を高めることが
できること

どのような条件が整っても、就労しようと
思わない

その他

(N=457)

－ 37 －
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⑤ 未就労の妻の仕事を辞めた時期等 

 

⑤－１ 仕事を辞めた時期 

妻が仕事を辞めた時期をみると、「結婚とほぼ同じ頃」が40.5％で最も多く、次いで「第１子出

産前」が36.9％となっている。前回調査に比べて、各時期の割合に大きな変化はない。 

 

【図表4-5-1 仕事を辞めた時期】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※妻が以前仕事をしていたが、現在は仕事をしていない夫婦 

 

40.5%

38.6% 35.1%

36.9% 5.9%

5.1%

2.6%

4.0%

0.8%

1.3% 1.1%

1.0%

0.7%

1.0%

6.0%

6.7% 4.6%

8.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

H30県調査(N=390)

H25県調査(N=752)

結婚と
ほぼ

同じ頃

第１子
出産前

第１子
出産以降

第２子
出産前

第２子
出産以降

第３子
出産前

第３子
出産以降

その他 無回答

－ 38 －
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⑤－２ 仕事を辞めた理由 

妻が仕事を辞めた理由をみると、「その他」を除いて、「家事・子育てに専念したかったから」

が49.0％で最も多く、次いで「子どもが生まれ、仕事と子育ての両立が困難となったから」（18.2％）、

「もともと仕事を辞めたかったから」「職場が遠かったから」（ともに17.4％）となっている。 

前回調査に比べて、おおむね同傾向となっている。 

 

【図表4-5-2 仕事を辞めた理由】（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※妻が以前仕事をしていたが、現在は仕事をしていない夫婦 

 

 

 

 

49.0%

17.4%

9.7%

12.3%

11.8%

18.2%

2.6%

1.0%

3.6%

2.1%

17.4%

15.9%

22.1%

13.2%

12.0%

12.0%

13.8%

18.2%

3.2%

0.1%

3.9%

2.5%

14.6%

12.5%

14.1%

50.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

家事・子育てに専念したかったから

もともと仕事を辞めたかったから

職場では、結婚や出産を機に退職するのが
当たり前だったから

出産休暇・育児休暇が取りにくい職場だったから

子育てをしながら仕事を続けられる雰囲気が
職場になかったから

子どもが生まれ、仕事と子育ての両立が困難と
なったから

保育所等の保育サービスが利用できなかったから

子どもが小学校に入学したから

パートナーの理解や協力が得られなかったから

親の理解や協力が得られなかったから

職場が遠かったから

奈良県に転入し、職場が遠くなったから

その他

H30県調査(N=390)

H25県調査(N=752)

－ 39 －
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⑥ 就労しない理由 

未就労の妻の就労していない・希望しない理由をみると、「子育てに専念したい」が最も多く、

次いで「子育ての負担が大きい」、「希望の勤務時間に合う勤め先が見つからない」となっている。 

 

【図表4-6-1 就労しない理由】（あてはまる理由を３つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※妻が現在就労していない夫婦 

※最大の理由＝３点、第二の理由＝２点、第三の理由＝１点として点数換算 

 

 

 

115

25

198

90

30

104

40

130

375

163

123

57

79

483

141

15

0 100 200 300 400 500 600

自宅に近い勤め先が見つからない

希望の給料に合う勤め先が見つからない

希望の勤務時間に合う勤め先が見つからない

希望の雇用形態に合う勤め先が見つからない

趣味など仕事以外にやりたいことがある

健康上の理由

家族が反対する

経済的に働く必要がない

子育ての負担が大きい

安心して子どもを預けられるところがない

家事の負担が大きい

親や家族の介護・看護

働きたくない

子育てに専念したい

その他

特に理由はない

(N=457)

－ 40 －
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◆有識者が読み解く奈良県のデータ◆ 「奈良県の夫婦のワークライフバランスの課題」 

梅田直美（奈良県立大学地域創造学部准教授） 
 

図表4-1-1・図表4-1-2（P32・33）で夫婦のライフコースをたどってみると、学校を

卒業した直後は、「正規職員」の割合が夫、妻とも7割以上を占め、ほぼ差はない。しかし、

結婚直後には「正規職員」の割合は夫が79.1％であるのに対し妻は41.3％と激減している。

現在に至っては、夫は「正規職員」が78.2％、妻は「正規職員」は23.6％と、依然として

男女差が生じている。 

また、妻では「パート・アルバイト」が32.8％で最も多く、次いで「無職・家事」が30.2％

である。末子年齢別の妻の就労状況（P33・図表4-2-1）をみても、末子年齢が高まるに従

い非正規就業の就労率が高まっていくが、「正規職員」は反対に減少する。一旦、結婚や子

育てにより退職すると、その後再就職で正規職員となる割合は極めて低くなっていくことが

わかる。 

現在未就労の妻の就労希望においては、約６割が「希望がある」としているが（P35・図

表4-4-1）、希望する就労形態としては、約９割が「パート・アルバイト」である（P36・

図表4-4-3）。 

また、就労の条件で選択した項目は、「短時間勤務ができる仕事があること」「子どもの

看護・授業参観・急病等の際に休暇を取りやすい職場であること」が最も多く（P37・図表

4-4-5）、さらに、就労しない理由として、「子育てに専念したい」が最大の理由として最

も多く選択されており、「子育ての負担が大きい」という項目をかなり引き離している

（P40・図表4-6-1）。 

以上から考える未就労の妻の就労の現状と課題として、末子年齢別の妻の就労状況からは、

子どもが３歳頃までは子育てに専念すべきという考え（いわゆる「３歳児神話」）と、子ど

もが小学校高学年になる10歳頃までは子育てや教育に専念するほうが望ましいという考え

（「10歳児神話」（筆者調査より））といった、子育てにおける規範意識・実態の存在が

示唆される。 

また奈良県は、教育や習い事に熱心であるという指標が多いことが特徴であるが、この調

査結果からも、子育てや教育に熱心で、力を注ぎたいと主体的に考えている妻が多数いるこ

とがうかがえる。 

あわせて、約６割が就労を望んでいるが、正規職員として働くには、県内の事業所が少な

く職住近接が難しく、また、労働条件もまだまだ厳しく、柔軟に休暇もとりにくいとの認識

のもと、子育て・教育を中心とした個人・家庭生活の時間を確保できる現実的な働き方とし

て、就労希望者の９割近くが「パート・アルバイト」を選択していると推測する。 

これらの結果からは、自ら子育てや教育に専念したいと考え短時間勤務を希望する人、子

どもを保育所に預け夫婦でフルタイムの仕事に専念する人など、様々な生き方を選ぶ人々が、

希望するワークライフバランスを実現させながら、安定した雇用環境で自身の能力・適性に

あった仕事ができる、多様な人々に開かれた社会システムの整備が急務であることが示唆さ

れる。 

そのためには、男女ともライフイベントに伴う生活状況の変化等にかかわらず、退職せず

働き続けることができ、また再就職においても、非正規だけでなく正規職員になって働くこ

とができるしくみ（テレワーク、時短勤務等フレキシブルな働き方、経営トップへの啓発な

ど）の整備は不可欠である。 

－ 41 －
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〈５〉子育て施策 

 

結果のポイント 

○子育て施策で満足していないのは、「経済的支援」を大きく引き離し、「男性の育児休

暇の取得」の推進や「働き方改革等」の促進 

○保育サービスで望むことは、待機児童の解消策が最も多く、次いで病児・病後児保育 

○父親の育児休暇・休業は、夫より妻の方が取得した方がいいと思っている割合が少なく、

必要と思う期間も妻の方が短い傾向にある 

 

 

① 子育て支援策に関する満足度 

「十分満たされている」と「どちらかといえば満たされている」の割合の合計は、「親子を対象

とした地域における子育て支援事業」が44.6％で最も多く、次いで「保育所等の保育サービスの充

実」（43.5％）、「自然・社会体験、ボランティア、スポーツ活動など子どものための事業」（30.1％）

となっている。 

また、「ほとんど満たされていない」「どちらかといえば満たされていない」の割合の合計は、

「男性の育児休暇取得の推進」が87.5％で最も多く、次いで「働き方改革の推進・ワークライフバ

ランスの向上」（79.8％）、「出産・子育て後、再就職を希望する者に対する支援」（75.5％）と

なっている。 

 

【図表5-1-1 子育て支援策に関する満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※子どものいる夫婦 

1.6%

3.4%

3.9%

0.7%

0.9%

1.7%

1.9%

40.1%

40.7% 39.9%

48.2%

48.6%

34.4%

25.6%

22.1%

15.5%

0.7%

28.2%

22.9%

15.3%

11.2%

4.8%

22.2%

32.2%

45.4%

49.9%

50.8%

40.5%

7.9%

21.5%

10.2%

55.3%

5.8%

5.1%

8.3%

8.3%

7.0%

7.6%

3.9%

5.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

子育てにかかる経済的支援

保育所等の保育サービスの充実

親子を対象とした地域における子育て支援事業

男性の育児休暇取得の推進

働き方改革の推進・ワークライフバランスの向上

出産・子育て後、再就職を希望する者に対する支援

子育てしやすい住宅施策やまちの遊び場の充実

自然・社会体験、ボランティア、スポーツ活動など
子どものための事業

(N=1,151)

十分
満たされて
いる

どちらかと
いえば
満たされて
いる

どちらかと
いえば
満たされて
いない

ほとんど
満たされて
いない

無回答

－ 42 －
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② 保育サービスで望むこと 

保育サービスで望むことをみると、「待機しなくても入所できるよう、保育所等の数や定員を増

やすこと」が66.7％で最も多く、次いで「病児・病後児保育（風邪などの病児又は病後児を預かる

こと）の充実」（52.3％）、「一時保育（緊急時など、一時的に利用すること）の充実」（48.1％）

となっている。 

 

【図表5-2-1 保育サービスで望むこと】（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※６歳未満の子どもがいる夫婦 

 

 

 

66.7%

52.3%

48.1%

39.4%

37.3%

36.7%

24.1%

17.3%

11.8%

3.4%

7.2%

3.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

待機しなくても入所できるよう、保育所等の数や
定員を増やすこと

病児・病後児保育の充実

一時保育の充実

延長保育の充実

バスなどによる保育所までの送迎サービスの実施

必要に応じて柔軟に行われる保育の充実

保育所と幼稚園の機能の一体化

夜間保育の充実

保育所内子育て相談コーナーの設置・拡充

今のままでよい

その他

わからない

(N=526)

－ 43 －
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③ 父親の育児休暇・休業 

 

③－１ 父親の育児休暇・休業への考え 

父親も育児休暇・休業を取った方がいいと思う人は、妻（45.8％）に比べ、夫（54.7％）の方が

高い結果となっている。 

 

【図表5-3-1 父親の育児休暇・休業取得】 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答者全数 

 

③－２ 父親の育児休暇・休業の必要な取得期間 

必要だと思う父親の育児休暇・休業の取得期間をみると、妻では「１ヶ月程度」が41.8％で最も

多く、次いで「２週間程度」（20.6％）、「３ヶ月以上」（18.5％）となっている。 

夫では「１ヶ月程度」が45.0％で最も多く、次いで「３ヶ月以上」（27.0％）、「２ヶ月程度」

（11.7％）となっている。 

 

【図表5-3-2 父親の育児休暇・休業の必要な取得期間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※育児休暇・休業が必要だと「思う」と回答した夫婦 

 

 

 

 

54.7%

45.8% 10.9%

13.8% 31.0%

42.5%

0.5%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・H30県調査(N=203)

妻・H30県調査(N=1,060)

6.3%

6.4% 20.6%

9.0% 45.0%

41.8%

11.7%

12.1%

27.0%

18.5% 0.6%

0.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・H30県調査(N=111)

妻・H30県調査(N=486)

思う 思わない
どちらとも
言えない

無回答

１週間以内 ２週間程度 １ヶ月程度 ２ヶ月程度 ３ヶ月以上 無回答

－ 44 －
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③－３ 男性の育児休暇・休業の取得率が低い理由 

男性の育児休暇・休業の取得率が低い理由をみると、妻では「職場の理解がなく、取得できる雰

囲気でない」が71.6％で最も多く、次いで「会社に人的余裕がなく、職場の仕事が物理的に回らな

くなる」（63.7％）、「男性は育児のために休まず働くべきであるという社会的風潮」（61.1％）

となっている。 

夫では「会社に人的余裕がなく、職場の仕事が物理的に回らなくなる」が78.3％で最も多く、次

いで「職場の理解がなく、取得できる雰囲気でない」（59.6％）、「男性は育児のために休まず働

くべきであるという社会的風潮」（54.7％）となっている。 

 

【図表5-3-3 男性の育児休暇・休業の取得率が低い理由】（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答者全数 

 

78.3%

59.6%

33.0%

54.7%

42.9%

12.8%

6.4%

3.0%

71.6%

38.9%

61.1%

41.3%

22.0%

9.1%

3.1%

63.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

会社に人的余裕がなく、職場の仕事が物理的に
回らなくなる

職場の理解がなく、取得できる雰囲気でない

男性が育児休暇を取得すると、実際、出世に影響が
出たり、不合理な待遇を受けている

男性は育児のために休まず働くべきであるという
社会的風潮

育児休暇中の給与減

男性側が育児に興味がなく、仕事をしたいという
考えを持っている

妻が、男性は働くべきであるという考え方を
持っている

その他

夫・H30県調査(N=203)

妻・H30県調査(N=1,060)

－ 45 －
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◆有識者が読み解く奈良県のデータ◆ 「子育ての不安感・負担感と子育て支援の満足度との関係」 

新川泰弘氏（関西福祉科学大学教育学部准教授） 
 

子育て支援に関する満足度と子育ての不安感・負担感の相関を見ると、子育てをしていて

周囲から孤立していると感じている人の方が、そうでない人より、親子を対象とした地域に

おける子育て支援事業、自然・社会体験、ボランティア、スポーツ活動など子どものための

事業について、満たされていないと感じていることが明らかになった。（下記図表5-4-1と

図表5-4-2） 

この結果は、社会から孤立しているほど、子育て支援の制度・サービスへの認知度が低い

ことを示唆している。認知度を高めれば、孤立感を低下させることにつながるのであるが、

そのためには、社会から孤立している子育て家庭が、保育や子育て支援の制度・サービスの

利用を希望する際に、ニーズとサービスを確実につないでいく子育てコーディネートやケー

スマネジメントといった役割が、ますます求められることになるのである。 

 

【図表5-4-1 子育てをしていて周囲から孤立していると感じている × 親子を対象とした地域における子育て支援事業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

※子どものいる夫婦    

 

【図表5-4-2 子育てをしていて周囲から孤立していると感じている ×  

自然・社会体験、ボランティア、スポーツ活動など子どものための事業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※子どものいる夫婦    

 

 

3.3%

3.9% 42.3%

34.2% 40.8%

39.8%

14.5%

7.0%

7.2%

7.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

子育てをしていて周囲から孤立
していると感じる(N=152)

子育てをしていて周囲から孤立
していると感じない(N=982)

十分
満たされて

いる

どちらかと
いえば

満たされて
いる

どちらかと
いえば

満たされて
いない

ほとんど
満たされて

いない
無回答

3.3%

1.6% 29.6%

20.4% 53.3%

48.4%

19.1%

14.9%

3.9%

5.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

子育てをしていて周囲から孤立
していると感じる(N=152)

子育てをしていて周囲から孤立
していると感じない(N=982)

十分
満たされて

いる

どちらかと
いえば

満たされて
いる

どちらかと
いえば

満たされて
いない

ほとんど
満たされて

いない
無回答

－ 46 －
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〈６〉結婚観・子育て観 

 

結果のポイント 

○独身者の結婚意欲がある人の割合は、全国の水準とほぼ同程度 

○独身でいる理由の１位は男女とも「適当な相手にまだめぐり会わないから」だが、女性

が結婚相手に「経済力」を求める割合は、全国平均より10ポイント以上高い 

○夫婦調査では、結婚を決めたきっかけの第１位は「年齢的に適当な時期だと思ったから」

だが、夫婦の約９割が、結婚してよかったと思っている 

 

 

① 独身者の結婚意欲 

結婚経験のない20～39歳の、結婚意欲をみると、男性では「いずれ結婚するつもり」が79.7％と

なり、前回調査に比べて、12.6ポイント上昇している。女性では「いずれ結婚するつもり」が87.2％

となっており、前回調査に比べて、14.3ポイント上昇している。 

男女ともに、「いずれ結婚するつもり」の割合は全国と比べほぼ同程度であり、若年層をみても

結婚意欲は高い。 

 

【図表6-1-1 いずれ結婚しようと考える未婚者の割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※20～39歳の結婚経験のない未婚者 

いずれ
結婚する
つもり

一生
結婚する

つもりはない
無回答

79.7%

67.1%

83.5%

87.2%

72.9%

86.9%

13.8%

14.0%

9.8%

6.1%

10.2%

2.5%

17.7%

2.9%

3.0%

21.0%

2.6%

19.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・H30県調査(N=192)

男性・H25県調査(N=426)

男性・H27全国調査(N=2,744)

女性・H30県調査(N=296)

女性・H25県調査(N=557)

女性・H27全国調査(N=2,512)

－ 47 －
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【図表6-1-2 いずれは結婚しようと考える未婚者の割合】 （18～34歳の結婚経験のない未婚者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※35歳未満の結婚経験のない未婚者（性別不明を除く） 

 

 

② 独身者の結婚時期についての考え 

結婚経験のない20～39歳の、結婚時期についての考えをみると、男性では「ある程度の年齢まで

には結婚するつもり」が50.3％となっており、前回調査に比べて、回答の割合に大きな変化はない。 

女性では「ある程度の年齢までには結婚するつもり」が57.0％となっており、前回調査に比べて

大きな差はない。 

男女ともに、すべての回答結果について、全国調査の結果とほぼ同程度になっている。 

 

【図表6-2-1 結婚時期についての考え】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※いずれ結婚するつもりの20～39歳の結婚経験のない未婚者 

 

86.1%

82.8%

88.1%

15.5%

9.1%

11.5%

2.8%

2.4%

1.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男女計・H30県調査(N=460)

男性・H30県調査(N=174)

女性・H30県調査(N=286)

ある程度の
年齢までには

結婚するつもり

理想的な相手が
見つかるまでは
結婚しなくても

かまわない

無回答

いずれ
結婚する
つもり

一生
結婚する

つもりはない
無回答

50.3%

51.0%

51.7%

57.0%

56.4%

56.4%

47.9%

46.4%

42.6%

42.4%

42.1%

1.9%

0.4%

1.2%

1.6%

49.7%

1.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・H30県調査(N=153)

男性・H25県調査(N=286)

男性・H27全国調査(N=2,290)

女性・H30県調査(N=258)

女性・H25県調査(N=406)

女性・H27全国調査(N=2,184)

－ 48 －
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③ 独身者の希望結婚年齢 

各年代の独身者が希望する結婚年齢の平均をみると、前回調査の結果に比べて、男女ともにすべ

ての年代で低下している。 

 

【図表6-3-1 希望結婚年齢】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※いずれ結婚するつもりの独身者（40歳以上及び年齢不詳除く） 

 

 

 

 

 

27.9

28.3

30.5

35.2

38.2

29.3

31.9

36.6

39.9

28.2

0 10 20 30 40 50

18～19歳
(H30:N=18)
(H25:N=56)

20～24歳
(H30:N=53)
(H25:N=104)

25～29歳
(H30:N=40)
(H25:N=82)

30～34歳
(H30:N=29)
(H25:N=56)

35～39歳
(H30:N=29)
(H25:N=38)

H30県調査

H25県調査

（歳）

26.3

27.6

29.8

34.2

37.3

27.7

30.6

35.4

39.2

27.2

0 10 20 30 40 50

18～19歳
(H30:N=16)
(H25:N=61)

20～24歳
(H30:N=110)
(H25:N=165)

25～29歳
(H30:N=93)
(H25:N=120)

30～34歳
(H30:N=42)
(H25:N=65)

35～39歳
(H30:N=24)
(H25:N=39)

H30県調査

H25県調査

（歳）
男性 女性 

－ 49 －



 

- 50 - 

④ 現在独身でいる理由 

現在独身でいる理由をみると、男性では「適当な相手にまだめぐり会わないから」が1.23点で最

も多く、次いで「今は、仕事（または学業）にうちこみたいから」（0.78点）、「結婚するにはま

だ若すぎるから」（0.70点）となっている。 

女性では「適当な相手にまだめぐり会わないから」が1.42点で最も多く、次いで「今は、仕事（ま

たは学業）にうちこみたいから」（0.69点）、「結婚する必要性をまだ感じないから」（0.68点）

となっている。 

 

【図表6-4-1 現在独身でいる理由】（あてはまる理由を３つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※結婚の意思があり、結婚経験のない方について、最大の理由＝３点、第二の理由＝２点、第三の理由＝１点として合計し、対象の

母数で割った値を得点とした。 

 

 

 

 

0.70

0.52

0.78

0.46

0.39

1.23

0.43

0.54

0.10

0.07

0.14

0.10

0.68

0.69

0.57

0.46

1.42

0.31

0.28

0.05

0.08

0.15

0.17

0.62

0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0 1.2 1.4 1.6

結婚するにはまだ若すぎるから

結婚する必要性をまだ感じないから

今は、仕事（または学業）にうちこみたいから

今は、趣味や娯楽を楽しみたいから

独身の自由さや気楽さを失いたくないから

適当な相手にまだめぐり会わないから

異性とうまくつき合えないから

結婚資金が足りないから

結婚生活のための住居のめどがたたないから

親や周囲が結婚に同意しない（だろう）から

その他

すでに結婚が決まっている

男性(N=207)

女性(N=321)

－ 50 －
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⑤ 夫婦が結婚を決めたきっかけ 

④の独身者が現在独身でいる理由は、「適当な相手にまだめぐり会わないから」が男女とも最も

多いが、夫婦が結婚を決めたきっかけは、２位の「できるだけ早く一緒に暮らしたかった」（28.9％）

を大きく上回り、「年齢的に適当な時期だと感じた」が62.3％で最も多い。 

 

【図表6-5-1 結婚を決めた直接のきっかけ】（あてはまる選択肢を２つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※初婚同士、結婚５年以内 

 

 

⑥ 結婚してよかったと思うか 

「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は、夫では96.5％、妻では92.9％となって

おり、９割以上が結婚してよかったと考えている。 

【図表6-6-1 結婚してよかったと思う】 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答者全数 

 

3.1%

11.3%

8.8%

28.9%

62.3%

10.1%

9.4%

3.1%

5.7%

2.5%

10.3%

7.1%

22.4%

51.6%

10.7%

14.2%

5.0%

5.7%

6.0%

3.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

結婚資金が用意できた

収入や住居など結婚生活のための経済的基盤ができた

自分または相手の仕事の事情

できるだけ早く一緒に暮らしたかった

年齢的に適当な時期だと感じた

できるだけ早く子どもがほしかった

子どもができた

友人や同年代の人たちの結婚

親や周囲のすすめ

その他

H30県調査(N=159)

H25県調査(N=281)

78.8%

67.3% 25.6%

17.7% 2.0%

3.5%

1.0%

2.9%

0.5%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・H30県調査(N=203)

妻・H30県調査(N=1,060)

そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば

そう思わない
そう思わない 無回答

－ 51 －
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⑦ 独身者が結婚相手を決める際に重視すること 

「結婚相手を決める際に重視すること」を奈良県と全国で比較すると、女性では、全国より「相

手の経済力」を重視し、「家事・育児に対する能力や姿勢」について重視する人が少ない。「相手

の性格」については男女ともほぼ同程度である。 

 

【図表6-7-1 結婚相手を決める際に重視すること ①相手の経済力】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※いずれ結婚するつもりの18～34歳の未婚者 

 

【図表6-7-2 結婚相手を決める際に重視すること ②相手の性格】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※いずれ結婚するつもりの18～34歳の未婚者 

 

 

重視する 考慮する あまり関係ない 無回答

重視する 考慮する あまり関係ない 無回答

9.0%

4.7%

50.4%

39.8%

37.3%

45.2%

53.5%

47.2%

5.4%

3.2%

38.9%

56.1%

1.2%

4.9%

2.0%

1.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・H30県調査(N=144)

男性・H27全国調査(N=2,319)

女性・H30県調査(N=252)

女性・H27全国調査(N=2,296)

77.8%

76.6%

92.1%

88.3%

18.5%

6.3%

9.8%

16.7%

0.7%

0.7%

2.9%

1.6%

4.9%

2.0%

1.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・H30県調査(N=144)

男性・H27全国調査(N=2,319)

女性・H30県調査(N=252)

女性・H27全国調査(N=2,296)

－ 52 －
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【図表6-7-3 結婚相手を決める際に重視すること ③自分の仕事や生き方に対する理解と協力】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※いずれ結婚するつもりの18～34歳の未婚者 

※全国調査の質問内容は「自分の仕事に対する理解と協力」 

 

 

【図表6-7-4 結婚相手を決める際に重視すること ④家事・育児に対する能力や姿勢】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※いずれ結婚するつもりの18～34歳の未婚者 

 

 

【図表6-7-5 結婚相手を決める際に重視すること ⑤価値観が合うこと】  

 

 

 

 

 

 

 

 

※いずれ結婚するつもりの18～34歳の未婚者 

重視する 考慮する あまり関係ない 無回答

重視する 考慮する あまり関係ない 無回答

重視する 考慮する あまり関係ない 無回答

68.8%

41.8%

65.1%

49.6%

46.4%

31.0%

43.6%

1.2%

23.6%

2.8%

5.5%

2.8%

9.6%

4.9%

2.2%

1.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・H30県調査(N=144)

男性・H27全国調査(N=2,319)

女性・H30県調査(N=252)

女性・H27全国調査(N=2,296)

47.9%

46.2%

42.9%

57.7%

46.6%

51.2%

38.4%

3.6%

2.5%

2.4%

41.0% 5.6%

5.0%

5.6%

2.2%

1.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・H30県調査(N=144)

男性・H27全国調査(N=2,319)

女性・H30県調査(N=252)

女性・H27全国調査(N=2,296)

74.3%

79.4% 16.7%

16.0% 4.2%

2.4%

5.6%

1.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・H30県調査(N=144)

女性・H30県調査(N=252)

－ 53 －
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◆有識者が読み解く奈良県のデータ◆ 「既婚者と独身者の結婚・子育てに関する意識の違い」 

清水益治氏（帝塚山大学現代生活学部こども学科教授） 
 

下記の図表6-8-1（夫婦調査）・次ページの図表6-8-2（独身者調査）の、「男女が一緒

に暮らすなら結婚すべきである」「結婚後は、夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」「結

婚したら、子どもは持つべきだ」「少なくとも子どもが小さいうちは、母親は仕事を持たず

に家にいるのが望ましい」などの固定的性別役割分担意識等に対して、「そう思う」の割合

は、夫婦より独身者の方が高く、また「妊娠をきっかけとする結婚には抵抗がない」に対し

て、「そう思わない」の割合も、独身者の方が高い。このことから、独身者は、夫婦より保

守的な傾向がみられることが明らかになった。 （次ページに続く） 
 

【図表6-8-1 夫婦調査 結婚・家族・子育てに関する意識】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答者全数 

17.9%

19.4%

12.0%

15.9%

18.4%

69.3%

33.3%

40.6%

77.3%

47.0%

63.0%

69.3%

31.8%

81.9%

35.7%

35.2%

39.1%

26.7%

29.7%

44.9%

38.3%

46.5%

28.2%

18.6%

19.5%

33.3%

24.8%

14.5%

48.8%

24.9%

20.9%

11.7%

6.1%

0.5%

0.7%

0.6%

0.8%

3.3%

16.2%

23.8%

32.7%

19.3%

24.1%

19.1%

28.4%

0.4%

3.5%

2.4%

7.6%

1.5%

11.3%

3.1%

18.9%

18.3%

0.8%

2.4%

1.2%

6.4%

1.1%

2.2%

2.6%

34.3%

25.9%

33.6%

0.8%

1.1%

0.9%

0.8%

0.8%

0.8%

0.8%

0.6%

0.8%

0.6%

0.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

生涯を独身で過ごすというのは、望ましい
生き方ではない

男女が一緒に暮らすなら結婚すべきである

結婚後は、夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ

結婚したら、子どもは持つべきだ

少なくとも子どもが小さいうちは、母親は
仕事を持たずに家にいるのが望ましい

結婚していなくても、子どもを持ってかまわない

結婚してよかったと思う

妊娠をきっかけとする結婚には抵抗がない

子どもにはできるだけお金をかけたいと思う

子どもがいたら生活は楽しくなると思う

老後のことを考えると子どもはいた方がよいと思う

子どもができると子ども中心の生活になるのは
仕方がないと思う

子どもは一人よりもきょうだいがいる中で
育てたいと思う

親にも子育てに協力してもらいたいと思う

子どもを持つことで自分も成長できると思う

(N=1,304)

そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば

そう
思わない

そう
思わない

無回答

－ 54 －
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（前ページより） 

また、「子どもがいたら生活が楽しくなると思う」に対して、「そう思う」の割合は夫婦

では、77.3％と高いが、独身者は、47.9％と低かった。奈良県の独身者に対しては、固定

的性別役割分担意識の払拭や、子どものいる生活の楽しさを独身者がイメージできるような

取組を社会に出る前から伝えることが望まれる。 

 

【図表6-8-2 独身者 結婚・家族・子育てに関する意識】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答者全数 

 

 

 

 

24.0%

26.2%

5.5%

16.0%

25.4%

21.0%

26.3%

37.0%

47.9%

43.9%

48.6%

51.0%

27.9%

29.8%

32.4%

23.3%

37.0%

40.2%

25.0%

30.1%

48.4%

40.1%

37.4%

41.4%

33.9%

49.2%

21.9%

20.3%

29.8%

17.6%

18.9%

27.3%

24.6%

8.6%

15.2%

22.9%

19.9%

40.2%

28.3%

14.5%

25.4%

17.8%

6.4%

1.4%

1.2%

1.2%

1.2%

1.3%

8.7%

5.7%

6.4%

10.8%

5.1%

3.1%

8.6%

4.2%

2.5%

1.3%

1.3%

1.2%

1.6%

1.4%

1.3%

1.2%

1.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

生涯を独身で過ごすというのは、望ましい
生き方ではない

男女が一緒に暮らすなら結婚すべきである

結婚後は、夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ

結婚したら、子どもは持つべきだ

少なくとも子どもが小さいうちは、母親は
仕事を持たずに家にいるのが望ましい

結婚していなくても、子どもを持ってかまわない

妊娠をきっかけとする結婚には抵抗がない

子どもにはできるだけお金をかけたいと思う

子どもがいたら生活は楽しくなると思う

老後のことを考えると子どもはいた方がよいと思う

子どもができると子ども中心の生活になるのは
仕方がないと思う

子どもは一人よりもきょうだいがいる中で
育てたいと思う

親にも子育てに協力してもらいたいと思う

(N=768)

そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そう

思わない

そう
思わない

無回答

－ 55 －
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◆有識者が読み解く奈良県のデータ◆ 「男性の意識改革の必要性」 

小崎恭弘氏（大阪教育大学教育学部准教授） 
 

下記図表6-8-3（夫婦調査）・図表6-8-4（独身者調査）の「少なくとも子どもが小さい

うちは、母親は仕事を持たずに家にいるのが望ましい」について、この設問は、いわゆる三

歳児神話（幼子は母の手で育てる）に関しての設問であるが、夫婦調査では、妻、夫ともに

半数以上の肯定群があり、特に夫に関しては6割に至る。さらに独身者調査では、前回調査

より減っているが、男女とも夫婦調査より高い結果となっている。 

子育ての多様化が求められ、また母親の育児の負担から起きる様々な問題（児童虐待、育

児不安、産後うつ等）を考えると、このような強固な三歳児神話のありようは、社会全体と

しては決して良い影響ばかりではない。 

このような視点で考えると、奈良県は「固定的性別役割分担意識」が全国一高いというデー

タもあり、子育て、夫婦関係に関しては保守的傾向が見受けられ、特に男性の意識において

顕著である。ここには「男性＝仕事・女性＝家事、育児」という、昭和の高度経済成長期に

出来上がった強固な社会的な公式が深く根付いている。 

これらの意識が、子育てや夫婦のあり方に大きく影響を及ぼしていると考える。奈良県全

体の男女共同参画意識の変革について、例えば、教育における男女共同参画の推進であった

り、若年層の子育てやライフデザインの意識改革の取り組みなど、様々な部署において、取

り組む必要性を感じる。 
 

【図表6-8-3 夫婦調査「少なくとも子どもが小さいうちは、母親は仕事を持たずに家にいるのが望ましい」に対する考え】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表6-8-4 独身者・男女別「少なくとも子どもが小さいうちは、母親は仕事を持たずに家にいるのが望ましい」に対する考え】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21.7%

14.2%

23.0%

14.4%

38.6%

38.6%

49.3%

13.0%

22.3%

20.4% 4.9%

40.9% 20.2%

19.7%

16.7%

27.0%

10.2% 3.8%

0.5%

0.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・H30県調査(N=203)

妻・H30県調査(N=1,060)

妻・H25県調査(N=1,884)

H27全国調査(N=5,334)

そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば

そう思わない
そう思わない 無回答

23.6%

32.3%

27.0%

33.6%

40.8%

40.0%

41.6%

19.8%

16.3%

13.3%

42.1% 17.8%

14.5%

16.5%

12.4%

8.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・H30県調査(N=297)

男性・H25県調査(N=387)

女性・H30県調査(N=460)

女性・H25県調査(N=529)

そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば

そう思わない
そう思わない

※回答者全数（無回答を除く） 

※回答者全数 

－ 56 －



 

- 57 - 

〈７〉奈良県の結婚・子育て環境のイメージ 

 

結果のポイント 

○夫婦の約６割、独身者の約７割が奈良県は子どもを生み育てやすいところだと思ってい

る 

○その理由は自然環境が第１位で、次いで買い物などの生活環境が整っていること 

 

① 奈良県は結婚して子どもを生み育てやすいところか 

夫婦では、奈良県は結婚して子どもを生み育てやすいところだと思う人は62.5％となっている。 

独身者では、奈良県は結婚して子どもを生み育てやすいところだと思う人は71.1％となっている。 

夫婦と独身者を比較すると、独身者の方が肯定的な意見が多い。 

 

【図表7-1-1 夫婦・独身者別 奈良県は子どもを生み育てやすいところだと思うか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答者全数（性別不明を除く） 

 

子どもの人数別にみると、奈良県は結婚して子どもを生み育てやすいところだと思う人は、子ど

もが１～３人の場合６割が肯定的な意見だが、４人以上になると５割を下回ってくる。 

 

【図表7-1-2 子どもの人数別 奈良県は子どもを生み育てやすいところだと思うか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答者全数（子ども数不明を除く） 

62.5%

71.1% 25.8%

3.2%

3.1%

34.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

既婚者・夫婦計(N=1,263)

独身者・男女計(N=765)

63.1%

64.4%

60.9%

48.9%

63.2%

33.3%

36.6%

48.9%

27.8%

3.5%

2.2%

2.5%

2.1%

9.0%

33.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

１人(N=317)

２人(N=585)

３人(N=202)

４人以上(N=47)

子どもはいない(N=144)

はい 無回答いいえ

はい 無回答いいえ

－ 57 －
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② 子どもを生み育てやすいところだと思う理由 

夫婦では、子どもを生み育てやすいところだと思う理由をみると、「緑などの自然環境がよいか

ら」が68.5％で最も多く、次いで「買物など日常の生活環境が整っているから」（58.5％）、「通

勤・通学に便利だから」（33.3％）となっている。 

独身者についても夫婦調査と同じ順で、「緑などの自然環境がよいから」が64.2％で最も多く、

次いで「買物など日常の生活環境が整っているから」（47.8％）、「通勤・通学に便利だから」（38.6％）

となっている。 

 

【図表7-2-1 奈良県は子どもを生み育てやすいところだと思う理由】（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答者全数（性別不明を除く） 

 

 

 

 

 

58.5%

33.3%

23.5%

15.4%

22.9%

10.3%

7.1%

68.5%

4.3%

38.6%

22.2%

11.9%

31.1%

11.8%

4.8%

64.2%

5.1%

47.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

買物など日常の生活環境が整っているから

通勤・通学に便利だから

教育環境が充実しているから

医療が充実しているから

家賃など住居費が安いから

治安を守るための対策が十分だから

福祉サービスが充実しているから

緑などの自然環境がよいから

その他

既婚者・夫婦計(N=790)

独身者・男女計(N=544)

－ 58 －
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③ 子どもを生み育てやすいところだと思わない理由 

夫婦では、子どもを生み育てやすいところだと思わない理由をみると、「福祉サービスが充実し

ていないから」が51.9％で最も多く、次いで「教育環境が充実していないから」（50.0％）、「医

療が充実していないから」（49.1％）となっている。 

独身者では、子どもを生み育てやすいところだと思わない理由をみると、「通勤・通学に不便だ

から」が56.3％で最も多く、次いで「買物など日常の生活環境が整っていないから」、「福祉サー

ビスが充実していないから」（ともに36.0％）となっている。 

 

【図表7-3-1 奈良県は子どもを生み育てやすいところだと思わない理由】（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答者全数（性別不明を除く） 

 

 

 

 

 

23.1%

43.1%

50.0%

49.1%

14.4%

16.0%

51.9%

6.5%

19.9%

33.0%

26.4%

15.2%

17.3%

36.0%

4.1%

18.8%

56.3%

36.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

買物など日常の生活環境が整っていないから

通勤・通学に不便だから

教育環境が充実していないから

医療が充実していないから

家賃など住居費が高いから

治安を守るための対策が不十分だから

福祉サービスが充実していないから

緑などの自然環境がよくないから

その他

既婚者・夫婦計(N=432)

独身者・男女計(N=197)

－ 59 －
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◆有識者が読み解く奈良県のデータ◆ 「子育て支援の充実は地域住民への大きなメッセージ」 

小崎恭弘氏（大阪教育大学教育学部准教授） 
 

奈良の子育て環境についての肯定的な意見の第一位が「自然環境の良さ」を挙げている

（P58・図表7-2-1）。これは大きな奈良の特徴である。この点はさらなる充実、発展が望

まれる。ただしこの項目自体は、地方都市であれば上位にくることが予想されるものであり、

単に環境の良さだけをアピールするのではなく、子育て世代により積極的に活用される工夫

や取り組みが求められる。 

また否定的な理由に「教育」「医療」「福祉」への不備が指摘されている（P59・図表7-3-1）。

これらは市町村の取り組みに担う部分も大きいが、どれも高い値であることを考えれば、広

域行政として県全体の底上げや整備が求められる。県民の生活にダイレクトに直結する項目

への不満が高いことに対して、今後の改善の視座を示している。またこれらの項目は、乳幼

児期から始まり生涯にわたり続くものである。つまり人生の初期においてのネガティブなイ

メージは、その後も継続する可能性が示唆される。反対に言えば、この人生の初期のタイミ

ングで信頼に足る行政としての存在感を示すことは、その後の県民の安心感や信頼を得るこ

とに繋がると考える。そのような視点に立てば、妊娠、出産、子育ての人生の初期の支援や

取り組みは、地域住民への大きなメッセージを含んでいる政策であると考える。 

このことより「妊娠、出産、子育て」の人生の初期の社会保障を含む、「教育」「医療」

「福祉」に対する政策を、より具体的な見える形で実施、アピールを行って欲しい。 

 

 

 

◆有識者が読み解く奈良県のデータ◆ 「奈良のイメージ・夫婦と独身者の違い」 

清水益治氏（帝塚山大学現代生活学部こども学科教授） 
 

夫婦調査では、奈良県は結婚して子どもを生み育てやすいところだと思う割合が６割を超

えている。これは決して少ない数字ではないと考える（P57・図表7-1-1）。 

また、奈良県が子どもを生み育てやすいところだと思う理由として、「買い物など日常の

生活環境が整っているから」を選んだ割合が高いが、独身者の方は低く（P58・図表7-2-1）、

さらに、一方で、奈良県が子どもを生み育てやすいところだと思わない理由として、「買い

物など日常の生活環境が整っていないから」も高い（P59・図表7-3-1）。これは、独身者

のイメージでは、買い物など日常生活環境が整っていないように思われているが、実際子育

てしてみると、そうではないということであり、将来の生活のイメージにつながる奈良の良

さを伝えていく必要を感じる。 

   

－ 60 －
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